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村

上

衛

【
要
約
】
　
西
江
の
外
国
船
貿
易
へ
の
開
放
の
結
果
、
海
賊
事
件
に
小
型
の
外
国
船
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
海
賊
問
題
が
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
諸
外

国
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
発
生
し
た
西
南
号
事
件
は
イ
ギ
リ
ス
入
が
犠
牲
と
な
っ
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
賠
償
金
を
要
求
す

る
と
と
も
に
、
中
国
の
主
権
を
侵
害
し
な
い
形
で
海
関
の
外
國
人
に
巡
視
を
監
督
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
両
広
総
督
は
そ
の
両
方
に
反
対
し
、
イ
ギ

リ
ス
が
西
江
の
軍
艦
を
増
強
し
て
圧
力
を
か
け
た
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
主
権
侵
害
と
い
う
形
で
理
解
し
た
広
州
の
紳
商
ら
の
反
発
が
強
ま
る
中
、

海
関
に
監
督
の
意
思
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
双
方
が
妥
協
、
西
南
号
事
件
の
賠
償
金
支
払
い
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
撤
収
し
て
問
題
は
解
決
し
た
。
結

果
的
に
広
東
省
当
局
は
外
国
人
や
海
関
の
関
与
を
排
除
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
西
江
に
お
い
て
は
中
国
人
が
商
業
を
掌
握
、
イ
ギ
リ
ス
船
籍
は
減
少
し
た
。

そ
の
た
め
に
外
国
船
・
外
国
人
の
被
害
は
減
少
し
た
が
、
そ
れ
は
外
国
の
み
な
ら
ず
清
朝
側
の
「
海
賊
問
題
」
へ
の
関
心
低
下
を
招
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
　
一
〇
〇
巻
一
号
　
二
〇
「
七
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
〇
六
年
七
月
一
三
日
、
東
港
湊
輪
船
公
司
（
ぎ
轟
ざ
お
．
0
磐
8
腎
嘗
傷
竃
鋤
S
。
ω
3
鋤
B
σ
8
什
O
。
日
冨
曙
－
に
葺
け
Φ
臼
）
の
所
有
す
る
西
南

（
の
ミ
論
§
8
）
号
に
対
す
る
海
賊
襲
撃
事
件
が
発
生
し
た
。
西
南
号
は
香
港
で
建
造
さ
れ
、
一
九
〇
〇
年
に
該
公
司
に
引
き
渡
さ
れ
た
三
四
〇
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ン
の
汽
船
で
あ
り
、
広
州
と
器
量
を
結
ぶ
西
江
航
路
に
就
航
、
導
入
以
来
、
貿
易
拡
大
に
貢
献
し
て
い
た
貨
客
船
で
あ
っ
た
。
七
月
＝
二
日
午

前
八
時
、
＝
一
五
名
の
中
国
人
乗
客
を
載
せ
て
広
州
を
出
発
し
た
西
南
号
は
、
容
奇
・
馬
寧
・
甘
竹
・
九
江
に
寄
港
し
、
甘
竹
で
三
一
人
、
九
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江
で
は
三
七
人
が
乗
船
し
た
。
そ
し
て
午
後
六
時
半
過
ぎ
、
甘
竹
や
九
江
な
ど
で
乗
客
と
し
て
乗
り
込
ん
だ
海
賊
の
襲
撃
が
始
ま
り
、
海
賊
の

発
砲
に
よ
り
船
長
が
重
傷
を
負
い
、
旅
客
の
イ
ギ
リ
ス
人
メ
ソ
ジ
ス
ト
会
長
教
会
医
師
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（
沁
．
ζ
P
O
扁
U
O
肇
鋤
一
α
）
が
死
亡
、
イ
ン
ド

入
見
張
り
人
も
四
名
が
負
傷
す
る
事
態
に
至
っ
た
。
船
を
乗
っ
取
っ
た
海
賊
は
海
賊
の
根
拠
地
と
し
て
名
高
い
村
（
高
石
菖
富
湾
）
で
西
南
号

を
停
船
さ
せ
、
共
謀
者
の
搭
乗
し
た
五
隻
の
ボ
ー
ト
と
合
流
、
海
賊
は
五
〇
人
以
上
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
彼
ら
は
現
金
二
〇
〇
〇
ド
ル
と
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

員
・
乗
客
ら
の
所
持
す
る
貴
重
品
を
強
奪
し
た
後
、
船
を
解
放
し
た
。
こ
の
西
南
号
事
件
は
故
意
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
殺
害
し
た
と
見
な
さ
れ

た
た
め
に
外
国
人
社
会
に
衝
撃
を
与
え
、
清
朝
な
ら
び
に
イ
ギ
リ
ス
は
あ
ら
た
め
て
西
江
の
海
賊
問
題
へ
の
対
処
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
事
件
が
示
す
二
〇
盤
紀
初
頭
の
海
賊
問
題
で
あ
る
が
、
主
に
広
州
を
本
心
と
す
る
政
治
社
会
史
の
文
脈
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
こ
の
事
件
を
契
機
に
西
江
の
「
績
捕
権
」
な
い
し
パ
ト
ロ
ー
ル
権
を
要
求
し
た
と
さ
れ
、
そ
れ
に
反
対
す
る
広
州
の
紳

商
（
紳
士
・
商
人
）
の
活
動
に
つ
い
て
、
清
末
広
州
に
お
け
る
地
方
自
治
運
動
の
進
展
と
絡
め
な
が
ら
考
察
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
紳

士
・
商
人
（
商
会
）
・
学
界
の
広
東
地
方
当
局
及
び
清
朝
中
央
と
の
関
係
も
注
目
さ
れ
、
西
南
号
事
件
を
め
ぐ
る
運
動
は
、
一
九
〇
八
年
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

二
辰
丸
事
件
に
つ
な
が
る
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
研
究
は
主
と
し
て
申
国
側
史
料
に
依
拠
し
、
イ
ギ
り
ス
側
が
「
績
捕
権
」
を
要
求
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
を
問
題
視
し

て
き
た
。
し
か
し
、
政
治
社
会
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
断
片
的
か
つ
時
と
し
て
扇
動
的
な
新
聞
・
雑
誌
を
主
要
な
史
料
と
す
る
た
め
、
中
墨
の
外

交
交
渉
の
争
点
や
西
江
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
態
と
か
け
離
れ
た
、
広
州
を
中
心
と
す
る
言
説
分
析
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
海

関
の
利
害
を
同
一
視
し
て
い
た
り
、
海
賊
が
深
く
関
わ
る
貿
易
・
航
運
な
ど
の
経
済
的
視
点
が
欠
如
し
て
い
た
り
す
る
の
も
問
題
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
論
で
は
、
中
国
側
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
も
う
一
方
の
当
晴
者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
視
点
を
考
慮
し
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
側
の

　
　
　
　
　
　
④

史
料
を
用
い
つ
つ
、
中
英
の
交
渉
を
中
心
に
考
察
を
進
め
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
と
し
て
は
北
京
の
思
事
公
使
、
駐
広
州
総
領
事

ら
出
先
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
を
中
心
と
し
て
、
香
港
総
督
や
、
香
港
の
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
ら
の
役
割
を
、
中
国
側
と
し
て
は
、
北
京
の
外
務
部

や
広
州
の
両
広
総
督
・
水
師
提
督
ら
広
東
省
当
局
な
ら
び
に
海
関
の
役
割
を
視
野
に
い
れ
た
い
。
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貿
易
・
託
言
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
の
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
頭
の
時
期
は
広
州
や
珠
江
に
お
け
る
外
国
勢
力
の
浸
透
と
い
う
見
方
が

　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

あ
り
、
政
治
社
会
史
研
究
も
そ
れ
を
前
提
に
し
て
い
る
。
一
方
面
、
当
該
期
は
中
国
側
の
民
間
汽
船
航
運
業
の
興
起
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
本
論
で
は
、
西
江
の
貿
易
・
漕
運
と
海
賊
問
題
の
関
係
に
つ
い
て
船
籍
に
配
慮
し
つ
つ
考
え
て
み
た
い
。

　
ま
た
、
本
論
は
海
賊
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
中
国
沿
海
で
は
中
国
人
海
賊
が
活
性
化
す
る
が
、
清

朝
は
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
海
軍
な
ど
の
列
強
海
軍
の
力
を
利
用
し
て
鎮
圧
す
る
。
そ
の
後
も
、
地
域
的
な
海
賊
は
存
続
し
た
が
、
中
国
近
代
海
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
誕
生
も
あ
り
、
外
国
船
貿
易
を
中
心
と
す
る
幹
線
貿
易
に
対
し
て
脅
威
を
与
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
中
国
沿
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
海
賊
に
つ
い
て
の
関
心
は
低
く
、
広
東
省
に
つ
い
て
は
社
会
秩
序
が
混
乱
す
る
中
で
の
盗
匪
問
題
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

海
賊
に
関
し
て
は
応
俊
豪
が
対
象
と
し
た
～
九
二
〇
年
代
ま
で
研
究
は
手
薄
な
状
況
に
あ
る
。
本
論
は
、
こ
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
を
目
指
す

が
、
そ
れ
は
、
当
該
期
が
西
江
へ
の
外
国
船
貿
易
の
開
放
に
よ
る
海
賊
問
題
の
国
際
化
と
い
う
大
き
な
転
換
期
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
を
考
慮
し
本
論
は
、
ま
ず
西
江
の
開
放
お
よ
び
西
江
開
放
後
の
「
海
賊
」
問
題
と
中
古
の
対
応
を
概
観
し
た
上
で
、
西
南
号
事
件
を
め

ぐ
る
中
墨
の
交
渉
と
そ
の
決
着
に
つ
い
て
重
点
的
に
と
り
あ
げ
、
最
後
に
、
当
該
事
件
が
海
賊
問
題
と
西
江
貿
易
に
与
え
た
影
響
を
考
え
る
こ

と
と
す
る
。

108 （108）

①
勾
○
圏
。
。
＼
窯
㊤
。
。
’
野
。
＝
臣
ω
。
。
け
叶
8
↓
。
≦
臣
Φ
メ
ω
8
輿
㌶
Φ
’
＞
9
＝
①
」
8
ω
、

　
ぎ
8
浅
o
Q
窪
8
菊
8
0
唇

②
閃
○
卜
。
卜
。
。
。
＼
8
鐸
≦
偉
。
一
≦
¢
津
8
9
ヨ
①
σ
q
一
Φ
▼
冥
ρ
Φ
9
言
ぞ
昼
6
0
9

　
「
O
b
O
卜
。
Q
。
＼
ト
っ
B
b
。
圃
円
口
o
r
窯
ρ
一
3
ζ
卿
濤
h
陣
Φ
凱
8
0
9
巨
Φ
ゆ
q
鐸
ぼ
ρ
ω
ρ
言
貯
一
N

　
一
㊤
O
①
國

③
罫
。
匿
路
↓
ω
言
ミ
畿
§
b
Q
。
竃
ミ
§
鼻
§
職
さ
蹴
§
N
亀
§
Q
§
象

　
9
ミ
§
N
℃
O
O
－
N
融
N
ω
常
5
h
o
a
目
G
o
什
き
8
乙
⇔
巳
く
①
誘
｛
受
勺
誌
ω
ω
．
一
8
ρ
b
P

　
ω
。
。
山
ρ
輩
寿
偉
「
従
西
江
絹
捕
権
的
争
奪
看
清
末
中
外
各
社
磁
力
量
的
互
動
」

　
魍
江
西
社
ム
ム
科
学
㎞
　
二
〇
〇
⊥
ハ
年
～
　
～
期
、
　
二
〇
〇
⊥
ハ
年
、
　
何
等
瀞
†
「
龍
掴
末
広
東

　
的
盗
匪
闘
阿
亀
西
江
緬
捕
権
風
波
」
欄
学
術
研
究
』
二
〇
〇
七
年
四
期
、
一
一
〇
〇

　
七
年
。

④
O
お
讐
b
づ
簿
鋤
ぎ
自
転
蝕
讐
○
曲
8
＞
琴
旨
く
①
ρ
国
ヨ
σ
器
望
き
α
0
8
ω
巳
鴛

　
〉
「
o
ぼ
く
①
ω
。
0
7
5
臼
O
o
踵
。
。
ゆ
℃
o
浅
Φ
賢
。
Φ
ω
Φ
識
①
ω
H
（
閃
○
卜
。
b
Q
o
。
y

⑤
程
浩
編
著
『
広
州
港
史
（
近
代
部
分
）
臨
海
洋
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

⑥
斉
易
費
任
編
集
噸
広
東
航
運
史
（
近
代
部
分
二
人
民
交
通
出
版
社
、
一
九
八

　
九
年
、
七
一
－
九
二
頁
。

⑦
村
上
衛
糊
海
の
近
代
中
国
－
福
建
人
の
活
動
と
イ
ギ
リ
ス
・
清
朝
㎞
名
古
屋

　
大
照
†
出
一
版
ム
瑚
、
　
二
〇
一
一
二
年
、
　
｝
＝
エ
バ
ー
～
八
　
百
ハ
。



⑧
何
文
平
『
変
乱
中
的
地
方
権
勢
－
清
末
民
初
広
東
的
盗
匪
問
題
与
社
会
秩

　
序
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
＝
年
。

⑨
応
俊
豪
囎
英
国
与
広
東
海
盗
的
較
量
…
一
　
九
二
〇
年
代
英
国
政
府
的
海
砂
劇

　
防
対
策
瞳
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
一
五
年
。

溝末西江の「海賊」：「絹捕権」問題と貿易・航運（村上）

1

広
州
の
貿
易
と
西
江
の
開
放

　
ま
ず
、
本
論
の
舞
台
と
な
る
西
江
と
広
州
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
珠
江
は
広
東
省
最
大
の
河
川
で
あ
り
、
主
に
西
江
、
北
江
、
東

江
、
糠
喜
河
、
潭
江
か
ら
成
る
。
そ
の
う
ち
の
最
長
の
西
江
は
全
長
二
二
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
雲
南
省
に
発
し
貴
州
・
広
西
省
を
経
て
広

東
省
に
至
る
。
北
江
は
全
長
五
七
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
江
西
省
か
ら
広
東
省
に
至
り
、
三
水
で
西
江
と
合
流
す
る
。
こ
の
珠
江
の
下
流
域
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
面
積
九
七
五
〇
平
方
キ
ロ
に
及
ぶ
デ
ル
タ
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
に
は
水
路
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
（
地
図
参
照
）
。

　
こ
の
珠
江
デ
ル
タ
最
大
の
都
市
広
州
は
、
一
八
世
紀
中
葉
以
降
、
対
欧
米
海
上
貿
易
が
集
中
し
た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
最
大
の
貿
易
港
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
初
頭
以
来
、
そ
の
貿
易
管
理
体
制
は
破
綻
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
至
る
。
開
港
後
、
生
糸
・
茶
の
輸
出
港

の
広
州
か
ら
上
海
・
福
池
へ
の
転
換
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
対
外
貿
易
の
広
州
か
ら
他
の
開
港
場
や
香
港
へ
の
移
転
が
進
み
、
一
八
六
〇
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ま
で
広
州
貿
易
は
低
迷
し
た
。
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
領
香
港
に
は
一
九
世
紀
中
葉
以
降
、
広
州
か
ら
貿
易
だ
け
で
な
く
決
済
の
中
心
も
移
動
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

貿
易
・
金
融
・
労
働
力
移
動
の
面
で
中
継
的
特
性
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
上
海
と
と
も
に
中
国
の
対
外
経
済
を
損
う
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
広
州
の
機
能
は
香
港
が
吸
収
し
て
お
り
、
珠
江
デ
ル
タ
全
体
と
し
て
は
経
済
的
に
拡
大
し
て
い
た
。

　
一
八
七
〇
年
代
に
な
る
と
停
滞
し
て
い
た
広
州
の
貿
易
は
再
び
発
展
し
た
が
、
こ
れ
を
牽
引
し
た
の
が
生
糸
・
茶
・
肉
桂
・
む
し
ろ
・
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

糖
・
爆
竹
な
ど
の
輸
出
増
大
と
、
外
国
の
汽
船
会
社
の
進
出
で
あ
っ
た
。
西
江
に
関
し
て
い
え
ば
、
一
八
七
二
年
に
太
古
洋
行
（
じ
σ
9
冨
島
Φ
匡

俸
ω
鼠
お
O
p
）
が
ロ
ン
ド
ン
で
設
立
し
た
太
古
輪
船
公
司
（
9
ぎ
p
。
導
く
戯
巴
8
0
ρ
）
、
同
年
に
恰
和
洋
行
（
冨
臨
冨
ρ
ζ
鉾
滞
の
8
飽
○
ρ
）
が
上

海
で
設
立
し
た
華
海
輪
船
公
司
（
0
7
一
質
鋤
　
O
O
鋤
ω
け
　
ω
け
①
Q
ヨ
　
乞
鋤
く
一
ひ
q
詞
曲
O
昌
　
O
O
。
）
、
～
八
六
五
年
に
香
港
で
設
立
さ
れ
た
省
港
漢
輪
船
公
司
な
ど
の
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ギ
リ
ス
系
汽
船
会
社
が
有
力
で
あ
っ
た
。
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ミ西江の「海賊」：「絹捕権」問題と貿易・航運（村上）

表1　西江の貿易

単｛立：i毎関両

年 広州 三州 三水 江門 合計

1894 45，659，659 　 一 皿 45，659，659

1895 50，322，073 一 一 寵 50，322，073

1896 46，981，958 一 辱 曽 46，98L958

1897 50，680，736 1，817，318 101，827 一 52，599，881

1898 50，529，205 4，068，813 1，5！0，054 一 56，108，072

1899 59，833，118 5，909，327 2，795，992 一 68，538，437

1900 53，151，506 6，290，684 2，230，967 　 61，673，157

1901 60，920，154 7，121，396 2，56L800 一 70，603，350

1902 82，006，068 6，502，988 2，169，254 一 90，678，310

1903 l12，529，713 7，968，094 2，803，053 一 123，300，860

1904 96，247，076 11，080，037 3，0嘆6，808 2，574，126 112，948，047

1905 92，243，650 11，185，513 3，883，259 3，461，444 110，773，866

1906 94，108，696 10，554，816 3，378，840 3，732，207 11L774，559

1907 103，782，947 9，663，395 3，945，891 3，763，950 121，156，183

1908 103，696，530 10，179，451 護，779，891 4，652，827 123，308，699

1909 107，067，267 10，173，689 6，628，550 5，301，242 129，170，748

1910 113，766，687 12，239，791 6，708，750 6，138，386 138，853，614

1911 102，224’ C621 10，657，662 5，685，249 5，50L892 124，069，424

出典：各年度の海関報告

　
こ
の
状
況
を
進
展
さ
せ
た
の
が
西
江
の
開
放

で
あ
る
。
　
八
九
七
年
に
締
結
さ
れ
た
「
申
英

馬
副
緬
旬
条
約
附
款
（
〉
ひ
q
器
Φ
ヨ
Φ
簿
旨
。
臼
嘗
鼠

昏
Φ
0
0
誉
く
Φ
P
菖
o
P
o
胤
ζ
9
。
容
7
ド
一
G
◎
O
介
幻
Φ
冨
口
く
0
8

b」

烽
a
磐
き
α
ゴ
σ
Φ
8
）
」
に
よ
っ
て
西
江
の
対
外

貿
易
へ
の
開
放
が
決
ま
り
、
一
八
九
七
年
に
梧

州
・
三
水
が
、
一
九
〇
四
年
に
江
門
が
開
港
し

た
。
こ
れ
ら
の
開
港
場
以
外
に
、
「
西
江
通
商

暫
行
統
共
章
程
（
牢
。
く
匠
8
巴
圏
ぴ
q
上
口
。
濤
9

↓
鑓
号
o
p
甚
Φ
芝
①
ω
け
空
く
包
」
に
基
づ
い
て
江

門
・
甘
竹
・
肇
慶
・
徳
慶
に
お
け
る
貨
物
と
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

客
の
乗
降
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
一
九
〇
五
年
四
月
に
「
西
江
通
商

章
程
露
Φ
讐
｝
蝕
。
濤
O
。
く
Φ
吋
ぎ
ひ
q
6
吋
巴
Φ
。
冨
け
冨

毫
①
ω
け
国
く
巴
」
が
施
行
さ
れ
、
乗
客
の
乗
降
と

貨
物
が
取
り
扱
わ
れ
る
地
点
と
し
て
白
土
口
・

羅
定
ロ
・
都
城
の
三
カ
所
が
追
加
さ
れ
た
。
ま

た
、
乗
客
の
乗
降
の
み
が
認
め
ら
れ
た
地
点
は

容
奇
・
一
一
司
・
一
一
・
一
一
・
永
安
・
後
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⑧

渥
・
幽
幽
・
亀
城
・
陸
都
・
主
宰
と
な
っ
た
（
地
図
参
照
）
。
こ
こ
か
ら
順
応
県
を
中
心
と
す
る
珠
江
デ
ル
タ
と
三
水
・
梧
州
問
が
集
中
的
に
開

放
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
西
江
の
貿
易
を
担
っ
て
い
た
船
舶
の
種
類
と
し
て
は
、
香
港
・
広
州
問
の
河
航
汽
船
、
数
百
ト
ン
以
下
の
小
蒸
気
船
お
よ
び
在
来
船
舶

の
ジ
ャ
ン
ク
が
あ
っ
た
が
、
次
第
に
ジ
ャ
ン
ク
か
ら
小
蒸
気
船
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
旅
客
輸
送
も
活
発
化
し
、
広
州
～
香
港
・
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

カ
オ
聞
の
汽
船
乗
降
客
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
年
間
一
五
〇
～
二
〇
〇
万
人
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
西
江
開
港
期
の
貿
易
を
示
す
の
が
（
表
一
）
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
み
る
と
広
州
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
急
速
な
増
大
と
｝
九
〇
四
年
以
降
の
停

滞
が
み
ら
れ
、
梧
州
も
開
港
後
の
増
大
と
一
九
〇
六
年
以
降
の
停
滞
が
み
ら
れ
る
。
三
水
は
開
港
後
の
増
大
と
一
九
〇
〇
年
以
降
の
停
滞
、
一

九
〇
八
年
以
降
の
増
大
が
あ
り
、
江
門
は
開
港
後
一
貫
し
て
増
大
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
〇
四
年
の
江
門
開
港
の
影
響
は
あ
る
も
の

の
、
西
江
貿
易
全
体
と
し
て
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
大
き
く
拡
大
、
一
九
〇
四
年
前
後
に
や
や
減
少
す
る
が
、
そ
の
後
は
漸
増
し
て
い
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
西
江
の
開
放
は
経
済
的
な
機
会
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
海
賊
に
も
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
江
の
開
放
直
前
の
一
八

九
八
年
一
月
、
駐
広
州
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
ブ
レ
ナ
ン
（
b
u
．
じ
d
誘
富
彗
）
は
、
西
江
に
お
け
る
海
賊
の
活
動
は
大
胆
に
な
っ
て
い
る
が
、
汽
船
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

開
放
は
海
賊
に
従
来
な
か
っ
た
機
会
を
与
え
る
と
し
て
懸
念
し
て
い
た
。
以
下
、
西
江
開
放
後
の
状
況
を
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
①
広
東
省
地
方
史
志
編
纂
委
員
会
編
『
広
東
省
志
・
地
理
志
輪
広
東
入
民
出
版
社
、
　
⑤
程
浩
前
掲
書
、
一
〇
〇
1
一
〇
六
買
。
清
末
の
広
州
か
ら
の
生
糸
輸
出
に
つ
い

　
一
九
九
九
年
、
一
八
五
－
一
九
〇
頁
。

②
岡
本
諸
司
噸
近
代
中
国
と
海
関
撫
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
～
九
九
九
年
、
九
五

　
－
一
〇
九
百
ハ
。
晶
削
掲
拙
曲
者
、
　
二
晶
パ
ー
～
○
二
賓
只
。

③
程
浩
荊
講
書
、
五
一
さ
二
頁
。

④
濱
下
武
志
『
中
国
近
代
経
済
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年
、
二
五
〇
一

　
二
五
四
頁
、
無
識
亮
～
『
香
港
「
帝
国
の
時
代
篇
の
ゲ
…
ト
ウ
ェ
イ
紬
名
古
屋
大

　
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
三
三
－
四
八
頁
。

　
て
は
曽
田
三
郎
『
中
国
製
糸
業
史
の
研
究
日
子
古
書
院
、
一
九
九
四
年
、
六
四
－

　
七
九
頁
、
劉
脚
高
『
近
代
広
東
対
外
綜
綱
貿
易
研
究
睡
中
華
同
局
、
二
〇
〇
六
年
、

　
五
一
－
一
二
〇
買
を
参
照
。

⑥
斉
易
前
掲
書
、
五
六
－
六
六
頁
。
な
お
、
華
海
輪
船
公
司
は
一
八
入
一
年
よ
り

　
揚
子
輪
船
公
司
と
合
併
し
て
恰
和
輪
船
公
司
と
な
っ
た
。

⑦
閃
O
器
。
。
＼
窓
㊤
。
。
．
野
。
＝
膨
。
。
8
怠
8
ω
讐
。
ヨ
累
ρ
介
評
再
茜
蔓
。
。
レ
8
洲

⑧
外
務
部
梢
案
「
西
江
通
商
章
程
扁
早
緒
三
〇
年
＝
月
二
三
日
（
中
央
研
究
院
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近
代
史
研
究
所
所
蔵
外
交
棺
案
〇
ニ
ー
一
四
1
0
0
ニ
ー
〇
一
…
○
〇
三
）
。

⑨
一
九
〇
六
年
広
州
海
関
報
告
に
よ
れ
ば
、
広
州
港
の
乗
降
客
数
は
約
一
八
六
万

　
人
で
、
そ
の
う
ち
一
八
○
万
人
が
広
州
～
香
港
・
マ
カ
オ
間
を
往
来
し
て
い
た
。

　
〇
三
爵
H
ヨ
9
ユ
鶏
ζ
自
。
簿
首
Φ
0
5
8
ヨ
ω
（
以
下
C
I
M
C
と
略
称
）
「
↓
鑓
◎
の

　
刃
8
0
簿
ω
二
部
力
①
ε
ヨ
ω
一
8
①
、
O
磐
8
口
¶
P
お
ω
．

⑩
【
八
六
四
年
か
ら
一
九
〇
三
年
ま
で
の
海
関
統
計
の
輸
出
入
額
は
商
品
の
量
と

　
市
場
価
格
を
乗
じ
る
計
算
方
式
を
と
り
、
輸
移
入
額
に
は
輸
入
税
が
含
ま
れ
、
輸

　
出
額
に
は
輸
出
税
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
、
そ
こ
で
輸
入
額
は
。
．
一
．
団
価
額
に
す
る
た

　
め
に
純
輸
入
額
か
ら
輸
入
税
を
引
き
、
さ
ら
に
そ
の
額
の
七
％
お
よ
び
ア
ヘ
ン
税

　
を
差
し
引
く
必
要
が
あ
る
、
輸
出
額
は
h
ρ
ぴ
9
価
額
に
す
る
た
め
に
純
輸
出
額
に

　
輸
出
税
を
足
し
、
さ
ら
に
そ
の
額
の
八
％
を
足
す
必
要
が
あ
る
。
麟
ω
冨
。
い
冨
コ
⑳
q

　
ζ
算
O
ミ
ミ
げ
き
詰
喧
軸
↓
ミ
中
幅
も
つ
自
欺
鴇
a
』
○
○
忠
山
◎
軽
ゆ
O
餌
日
高
罷
帥
q
ρ
ζ
節
舞
”

　
寓
鷲
く
餌
a
¢
a
＜
震
ω
羅
《
℃
話
ω
ρ
｝
㊤
刈
弗
O
P
N
①
？
卜
⊃
0
刈
．
本
当
で
も
上
記
の
修
正
を
加

　
え
た
。

⑪
閃
○
認
。
。
＼
誌
。
。
N
穿
。
＝
コ
じ
d
冨
暉
磐
8
ζ
p
。
巳
。
量
μ
客
。
．
嘉
し
四
匿
節
藁
卜
。
ρ

　
一
〇
。
り
Q
。
誤
9
Φ
罎
ぴ
q
雪
8
圃
魯
。
昌

正
　
西
江
の
「
海
賊
」

｝末西江の「海賊」：「緯捕権」問題と貿易・航運（村上）

（一

j
　
海
賊
の
増
大

　
一
八
九
八
年
＝
月
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（
拶
謡
ζ
磐
鑑
Φ
琶
駐
広
州
イ
ギ
リ
ス
代
理
領
事
は
ブ
レ
ナ
ン
の
予
想
通
り
、
海
賊
行
為
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

拡
大
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
一
九
〇
〇
年
の
広
州
海
関
報
告
も
、
海
賊
行
為
は
一
八
九
九
年
に
二
二
件
、
一
九
〇
〇
年
に
三
〇
件
と
な

　
　
　
　
　
　
②

つ
た
と
述
べ
る
。

　
「
海
賊
一
と
さ
れ
る
も
の
に
は
二
種
類
が
存
在
し
た
。
一
つ
は
、
西
江
な
ど
の
内
河
に
お
い
て
水
運
や
村
落
を
対
象
と
す
る
盗
賊
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
う
～
つ
は
外
洋
で
ジ
ャ
ン
ク
を
襲
撃
す
る
海
賊
で
あ
り
、
主
と
し
て
崖
門
、
磨
刀
門
、
横
門
な
ど
の
西
江
へ
の
出
入
り
口
に
出
没
し
た
（
地

　
　
④

図
参
照
）
。
本
論
で
は
主
と
し
て
前
者
を
取
り
扱
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
前
者
は
「
海
賊
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
よ
り
正
確
に
は
「
普
通
の
強
盗
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
海
賊
」
は
本
論
の

冒
頭
で
触
れ
た
西
南
号
事
件
が
示
す
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
じ
行
動
パ
タ
ー
ン
を
と
っ
た
。
つ
ま
り
、
海
賊
側
が
乗
客
に
偽
装
し
て
船
に
乗
り
込
み
、

陸
地
側
と
連
携
し
て
略
奪
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
そ
の
攻
繋
対
象
は
多
く
が
旅
客
ボ
ー
ト
で
、
時
に
汽
艇
（
一
階
琶
9
）
が
襲
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
船
舶
の
多
く
は
貨
物
を
ほ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ん
ど
積
載
せ
ず
、
海
賊
が
乗
客
か
ら
金
目
の
も
の
を
略
奪
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
ま
た
、
一
八
九
八
年
の
広
州
海
関
報
告
は
、
定
期
船
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

予
期
で
き
る
の
で
襲
撃
が
容
易
だ
と
し
て
お
り
、
汽
船
の
定
時
運
行
が
狙
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
海
賊
の
規
模
も
限
定
さ
れ
、
一
九
〇
二
年
の
駐
三
水
イ
ギ
リ
ス
領
事
報
告
は
盗
賊
の
規
模
は
数
入
か
ら
並
数
十
人
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

海
賊
に
よ
る
被
害
額
も
数
百
ド
ル
か
ら
一
千
ド
ル
程
度
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
海
賊
の
発
生
時
期
は
夏
～
秋
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
水
に
お
い
て
は
一
八
九
八
年
や
一
九
〇
二
年
の
凶
作
の
時
に
増
大
し
、
一
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

六
年
の
豊
作
の
際
に
は
秋
以
降
海
賊
活
動
が
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
豊
凶
が
海
賊
活
動
の
盛
衰
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
駐
梧
州
イ
ギ
リ
ス
領
事
プ
ラ
ッ
ト
（
旨
β
℃
冨
ε
が
、
一
九
〇
四
年
～
二
月
か
ら
一
九
〇
五
年
～
○
月
に
西
江
の
海
賊
の
被
害
が
な

か
っ
た
の
は
広
西
省
に
お
け
る
反
乱
の
た
め
に
軍
隊
が
絶
え
ず
移
動
し
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
一
九
〇
五
年
一
〇
月
以
降
に
再
発
し
た
の
は
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

乱
鎮
圧
に
よ
る
軍
隊
の
解
散
が
原
因
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
軍
事
行
動
と
兵
士
の
失
業
も
深
く
関
連
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
海
賊
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
外
国
人
も
増
え
て
い
っ
た
。
例
え
ば
一
九
〇
～
年
一
月
二
六
日
に
は
ド
イ
ツ
系
の
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ

商
会
（
ζ
Φ
ω
ω
H
ω
．
　
O
P
憎
一
〇
≦
急
け
N
　
俸
　
O
O
）
の
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
が
襲
撃
さ
れ
、
外
国
人
二
名
が
負
傷
し
船
頭
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の

事
件
に
際
し
て
は
駐
広
州
外
国
領
事
団
の
要
請
も
あ
り
、
嘉
徳
県
の
李
家
悼
の
郷
勇
二
〇
〇
名
と
虎
門
島
の
兵
士
一
〇
〇
〇
人
が
派
遣
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

捜
索
を
行
っ
た
。
そ
し
て
逮
捕
者
の
取
り
調
べ
の
後
、
二
名
が
領
事
立
ち
会
い
の
下
に
処
刑
、
他
の
下
名
も
斬
首
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
一
九
〇
二
年
＝
月
一
二
日
夜
に
は
、
広
州
か
ら
香
港
に
中
国
ジ
ャ
ン
ク
に
搭
乗
し
て
移
動
中
の
元
駐
広
州
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
巡

査
の
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
（
即
画
く
磐
。
。
）
が
虎
門
付
近
で
海
賊
に
襲
撃
さ
れ
て
、
そ
の
傷
が
も
と
で
同
月
＝
ハ
日
に
死
亡
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

広
総
督
は
自
発
的
に
二
二
ド
ル
の
賠
償
金
の
支
払
い
を
行
い
、
海
賊
団
全
体
が
逮
捕
さ
れ
、
六
人
が
死
刑
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
西
江
の

外
国
船
へ
の
開
放
に
よ
り
「
海
賊
」
が
「
認
識
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
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（
二
）
　
イ
ギ
リ
ス
の
対
応
と
海
関

　
西
江
の
海
賊
事
件
に
際
し
て
最
も
利
害
関
係
を
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
対
応
で
あ
る
が
、
一
八
九
九
年
＝
一
月
に
中
国
の
武
官
の
要
請
に

よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
砲
艦
ツ
ウ
ィ
ー
ド
（
↓
§
ミ
）
が
蒸
気
船
上
で
海
賊
容
疑
者
艶
名
を
拘
束
し
、
清
朝
側
に
引
き
渡
し
、
両
生
総
督
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
イ
ギ
リ
ス
側
の
協
力
へ
の
感
謝
が
し
め
さ
れ
た
よ
う
に
、
海
賊
と
そ
の
容
疑
者
の
逮
捕
に
イ
ギ
リ
ス
側
は
協
力
し
て
い
た
。

　
一
方
で
、
清
朝
側
が
海
関
の
関
与
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
～
九
〇
二
年
一
月
の
ス
コ
ッ
ト
（
旨
ω
8
け
け
）
駐
広
州
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
の

報
告
で
、
両
広
総
督
陶
模
は
広
州
の
海
関
税
務
司
に
対
し
て
海
関
の
下
で
パ
ト
ロ
ー
ル
部
隊
を
設
置
し
、
そ
の
蒸
気
船
は
外
国
人
に
よ
っ
て
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

揮
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
こ
れ
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
先
述
し
た
一
九
〇
二
年
一
一
月
の
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
の
事
件
の
際
に
は
両

広
総
督
徳
寿
が
海
関
に
外
国
人
将
校
を
派
遣
し
て
二
隻
の
砲
艦
を
指
揮
し
、
珠
江
デ
ル
タ
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
こ
れ
も

　
　
　
　
　
　
⑲

実
現
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
清
朝
側
か
ら
海
関
が
海
賊
対
策
の
主
導
権
を
握
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
清
朝
側
が
主
権
問
題
と
海
関
の
関
与
を

関
係
づ
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
西
南
号
事
件
の
際
に
イ
ギ
リ
ス
側
が
海
関
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
主
張
す
る
前
提
と
な
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
海
賊
事
件
に
際
し
て
は
清
朝
側
の
対
策
が
重
要
と
な
る
。

（
三
）
　
清
朝
の
対
策

　
海
賊
問
題
へ
の
清
朝
側
の
対
応
は
主
に
（
　
）
手
荷
物
検
査
の
強
化
、
（
二
）
護
衛
の
搭
乗
、
（
三
）
担
当
区
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
（
四
）
水
師

の
艦
艇
投
入
、
（
五
）
巡
警
網
度
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る

　
（
一
）
手
荷
物
検
査
の
強
化
は
、
乗
客
に
よ
る
乗
っ
取
り
が
海
賊
の
常
套
手
段
で
あ
る
た
め
に
重
視
さ
れ
た
。
一
八
九
九
年
五
月
に
発
生
し

た
汽
艇
和
安
（
ぎ
9
N
）
号
の
事
件
の
後
、
両
親
総
督
課
鍾
麟
は
海
関
税
務
司
と
総
領
事
に
対
し
て
、
船
長
が
乗
客
の
武
器
の
検
査
に
注
意
す
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⑳

る
こ
と
を
促
す
よ
う
に
連
絡
し
、
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
中
国
船
と
外
国
船
の
船
長
に
通
達
さ
れ
た
が
、
実
際
に
徹
底
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
。
ま

た
、
地
方
当
局
は
船
舶
の
停
泊
場
所
で
全
乗
客
を
厳
重
に
検
査
す
る
方
策
が
有
効
だ
と
考
え
て
い
た
が
、
船
を
長
時
間
停
船
さ
せ
て
貿
易
を
阻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

害
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
完
全
な
実
行
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　
（
二
）
汽
艇
に
護
衛
を
搭
乗
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
　
九
〇
二
年
～
月
の
ス
コ
ッ
ト
総
領
事
の
報
告
に
よ
る
と
、
広
東
省
当
局
が
汽
艇

に
ラ
イ
フ
ル
と
拳
銃
で
武
装
し
た
兵
士
一
〇
人
を
乗
船
さ
せ
て
護
衛
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ス
コ
ッ
ト
総
領
事
は
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

東
省
の
武
器
庫
に
は
小
火
器
が
な
く
、
汽
艇
の
護
衛
の
た
め
の
兵
士
を
武
装
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
同
年
七
月
の
ス
コ
ッ
ト
の
報
告
で
は
、
地
方
当
局
は
乗
客
の
運
賃
を
一
〇
％
増
し
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
護
衛
費
用
の
調
達
を
図
り
、

汽
艇
所
有
者
な
い
し
巻
首
を
介
し
て
微
帯
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
汽
艇
所
有
者
は
徴
収
代
行
に
反
対
、
官
立
が
自
ら
乗
客
か
ら
徴
収
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
と
を
要
求
す
る
な
ど
、
そ
の
経
費
負
担
と
徴
収
方
法
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
（
三
）
警
備
す
る
区
域
を
分
け
て
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
提
案
さ
れ
た
。
一
八
九
八
年
の
海
関
報
告
に
よ
れ
ば
、
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

広
総
督
が
海
賊
防
止
の
た
め
に
、
七
隻
の
汽
艇
を
主
要
な
水
路
の
特
定
の
区
域
に
配
置
す
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
ま
た
一
九
〇
〇

年
に
は
署
両
論
総
督
李
鴻
章
が
護
衛
艇
・
ジ
ャ
ン
ク
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
区
域
を
定
め
、
盗
賊
で
名
高
い
新
会
の
猪
頭
山
に
駐
屯
地
を
設
置
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
こ
ろ
、
効
果
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
と
関
連
し
て
、
（
四
）
広
東
水
師
の
艦
艇
の
投
入
も
重
要
に
な
る
。
し
か
し
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
代
理
領
事
は
一
八
九
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
月
、
黄
捕
に
は
魚
雷
艇
が
数
隻
あ
る
が
、
速
度
が
一
八
ノ
ッ
ト
に
す
ぎ
ず
無
力
で
あ
る
と
報
告
し
て
お
り
、
戦
力
面
で
不
安
が
あ
っ
た
。

　
（
五
）
巡
警
の
制
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
清
朝
が
各
省
に
お
け
る
警
察
設
置
を
命
じ
た
の
に
応
じ
て
、
～
九
〇
二
年
末
に
広
州
で
巡
警
総
局

が
成
立
し
、
一
九
〇
四
年
か
ら
広
州
府
の
一
四
県
に
警
察
が
設
置
さ
れ
、
一
九
一
一
年
の
時
点
で
正
議
・
分
局
は
計
六
〇
カ
所
、
警
員
三
四
五

七
人
を
数
え
た
。
広
州
に
お
い
て
当
初
は
巡
警
の
多
く
は
元
来
の
兵
勇
を
充
当
し
、
警
察
嘗
も
文
武
官
を
充
当
し
た
た
め
に
、
近
代
的
な
警
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

業
務
を
理
解
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
各
県
の
状
況
も
同
様
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
〇
五
年
置
ス
コ
ッ
ト
総
領
事
は
清
朝
の
巡
警
と
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ミ顯江の「海賊」1「績捕権」聞題と貿易・航運（村上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

海
賊
が
し
ば
し
ば
結
託
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
だ
と
述
べ
て
い
る
。

あ
っ
た
だ
ろ
う
。

（
四
）
　
清
朝
地
方
当
局
の
姿
勢

し
た
が
っ
て
、
海
賊
対
策
を
巡
警
制
度
に
依
存
す
る
こ
と
も
困
難
で

　
イ
ギ
リ
ス
側
は
清
朝
地
方
当
局
の
海
賊
問
題
へ
の
姿
勢
も
海
賊
問
題
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
例
え
ば
一
八
九
九
年
一
月
、
マ
ン

ス
フ
ィ
ー
ル
ド
代
理
広
州
領
事
は
、
両
側
総
督
車
馬
麟
は
病
気
で
会
談
で
き
な
い
う
え
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
討
伐
要
請
に
同
じ
よ
う
な
返
事
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

せ
ず
、
水
師
提
督
何
長
清
は
怠
惰
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
当
時
の
地
方
官
の
対
応
を
批
判
し
て
い
る
。

　
一
方
、
一
八
九
九
年
末
、
李
鴻
章
が
署
両
広
総
督
に
赴
任
す
る
と
、
一
九
〇
〇
年
に
は
香
港
総
督
と
会
談
し
て
海
賊
対
策
が
協
議
さ
れ
、
双

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

方
の
協
力
や
、
拷
問
を
受
け
な
い
こ
と
を
条
件
に
海
賊
を
香
港
側
か
ら
中
国
側
に
引
き
渡
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
李
鴻
章
は
五
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

七
月
上
旬
に
か
け
て
、
広
州
だ
け
で
毎
週
数
十
人
を
処
刑
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
弾
圧
に
よ
り
、
強
盗
事
件
な
ど
は
減
少
、
義
和
団
事
件
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
的
に
平
静
で
あ
っ
た
と
駐
三
水
イ
ギ
リ
ス
代
理
領
事
リ
ト
ル
（
霞
．
〉
．
い
一
什
鷹
Φ
）
も
報
告
し
て
い
る

　
李
鴻
章
の
政
策
は
一
九
〇
〇
年
九
月
に
両
広
総
督
と
な
っ
た
陶
模
に
も
引
き
継
が
れ
、
大
量
の
処
刑
に
よ
り
海
賊
活
動
は
中
断
し
て
い
た
。

一
九
〇
一
年
八
月
、
駐
広
州
総
領
事
ス
コ
ッ
ト
も
軍
事
当
局
の
精
力
的
な
鎮
圧
に
よ
り
海
賊
事
件
が
減
少
し
て
お
り
、
清
郷
も
展
開
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
先
述
の
水
師
提
督
何
聖
帝
は
在
任
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
津
総
督
陶
模
の
役
割
が
大
き
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
総
領
事
は
同
年
一
〇
月
に
、
順
徳
県
に
お
い
て
は
先
述
し
た
李
家
悼
の
郷
勇
の
汽
艇
や
護
衛
艇
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
水
路
は

安
全
に
な
っ
た
と
報
告
し
、
｝
九
〇
二
年
四
月
に
は
ス
コ
ッ
ト
総
領
事
は
イ
ギ
リ
ス
砲
艦
の
海
軍
将
校
も
順
下
県
の
李
家
悼
の
活
躍
や
両
広
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

督
の
努
力
も
あ
っ
て
海
賊
は
沈
静
化
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
地
域
防
衛
に
あ
た
る
郷
勇
が
海
賊
抑
制
に
一
定
の
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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一
九
〇
五
年
五
月
に
な
る
と
、
署
広
東
水
師
提
督
と
し
て
南
釜
煎
総
兵
の
李
準
が
広
東
に
派
遣
さ
れ
た
。
李
準
は
赴
任
前
の
五
月
二
五
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

イ
ギ
リ
ス
公
使
サ
ト
ウ
（
ω
一
吋
　
国
・
ω
P
け
O
≦
）
を
訪
問
し
て
会
談
し
、
海
賊
対
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
日
、
サ
ト
ウ
公

使
は
外
務
部
に
対
し
、
李
提
督
に
十
分
な
装
備
と
人
員
を
も
つ
十
分
な
数
の
半
天
砲
艦
を
供
給
し
、
両
蓋
総
督
零
春
燈
の
精
力
的
な
活
動
を
促

す
よ
う
に
要
請
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
署
水
師
提
督
李
準
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
期
待
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
事
実
、
一
九
〇
五
年
の
広
州
海
関
報
告
は
、
広
東
省
当
局
が
多
数
の
海
賊
の
首
領
を
逮
捕
し
て
処
刑
し
、
広
州
付
近
で
は
成
功
を
収
め
た
こ

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
を
伝
え
た
。
同
年
の
江
門
海
関
報
告
も
水
師
提
督
の
活
動
の
影
響
で
海
賊
活
動
は
減
少
し
た
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
署
水
師
提
督
李
準
の

活
動
は
海
関
側
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
も
っ
と
も
、
岡
じ
｝
九
〇
五
年
の
広
州
海
関
報
告
は
同
年
に
一
〇
隻
の
汽
船
が
海
賊
に
襲
撃
さ
れ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
か
ら
、
海
賊
の
根

絶
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
～
九
〇
六
年
七
月
一
三
日
、
西
南
号
事
件
が
発
生
す
る
。

①
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①
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け
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同
茸
巴
【
α
Q
魯
8
殉
8
0
博
・
　
一
八
八
○
年
代
以
降
、
広
東
省
で
は
し
ば
し
ば
清
郷
が

　
　
行
わ
れ
た
。
何
文
平
前
掲
書
、
一
五
五
1
一
五
六
頁
。

　
　
　
閃
○
卜
⊃
N
O
Q
＼
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Q
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コ
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①
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①
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卜
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O
Q
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心
し
［
G
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．
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ω
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．
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皿
　
西
南
号
事
件
と
イ
ギ
リ
ス
の
介
入
問
題
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（
［
）
　
濟
朝
の
対
応

　
西
南
号
事
件
発
生
の
翌
　
四
日
朝
、
広
州
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
か
ら
北
京
の
公
使
館
へ
の
電
報
で
事
件
発
生
と
宣
教
師
殺
害
が
伝

　
　
　
①

え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
同
日
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
（
ω
貯
じ
P
O
費
濤
伊
q
芭
代
理
公
使
は
直
ち
に
外
務
部
に
対
し
、
海
賊
逮
捕
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

よ
う
に
両
広
総
督
に
連
絡
す
る
こ
と
と
、
総
督
か
ら
の
報
告
を
公
使
館
側
に
連
絡
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

　
こ
れ
に
対
す
る
一
六
日
の
外
務
部
か
ら
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
返
答
に
は
、
両
広
総
督
か
ら
伝
え
ら
れ
た
事
件
の
詳
細
と
と
も
に
、
総
督
が
文
武
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
海
賊
と
略
奪
者
の
逮
捕
と
処
罰
を
命
じ
た
こ
と
、
部
隊
を
現
場
に
派
遣
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
以
下
、
ま
ず
犯
人
の
逮
捕
が
課
題
と

な
る
。

　
翌
～
七
日
に
は
辛
皮
総
督
雰
春
燈
か
ら
外
務
部
へ
の
電
報
で
事
件
に
関
わ
る
二
名
が
逮
捕
さ
れ
、
二
人
が
自
白
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
内
容
は
外
務
部
を
通
じ
て
公
使
に
伝
わ
っ
た
。
さ
ら
に
七
月
二
一
日
目
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
の
報
告
は
、
署
水
師
提
督
の
指
揮
の
下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

七
〇
〇
人
の
兵
隊
と
～
○
○
人
の
ス
パ
イ
が
捜
索
に
当
た
っ
て
お
り
、
五
人
が
逮
捕
さ
れ
た
と
す
る
。

　
九
月
に
な
る
と
、
細
身
使
衙
門
に
お
け
る
裁
判
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
が
招
待
さ
れ
、
代
理
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
副
領
事
ら
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
は
、
逮
捕
さ
れ
た
八
人
の
う
ち
罪
が
明
白
な
七
入
に
死
刑
が
宣
告
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
当
初
か
ら
現
地
の
広
東
省
当
局
も
外
務

部
も
迅
速
に
対
応
し
、
情
報
を
提
供
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
清
朝
側
の
対
応
に
完
全
に
満
足
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
…
）
　
両
広
総
督
寄
春
燈
の
責
任
問
題

　
西
南
号
事
件
が
発
生
す
る
と
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
両
広
総
督
零
春
燈
に
対
し
、
管
轄
下
の
一
般
的
な
海
賊
と
盗
賊
に
対
す
る
徹



清宋西江の「海賊」：「績捕権」問題と貿易・航運（村上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

底
的
な
対
処
策
を
講
じ
る
機
会
で
あ
る
と
し
て
、
海
賊
対
策
を
強
く
促
し
た
。
グ
レ
イ
外
相
は
七
月
一
七
日
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
代
理
公
使
に
対
し

て
、
西
江
に
お
い
て
警
備
お
よ
び
貿
易
を
海
賊
か
ら
保
護
す
る
手
段
を
講
じ
る
よ
う
に
強
く
中
国
政
府
に
要
求
す
る
よ
う
に
電
報
し
て
お
り
、

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
側
は
清
朝
側
の
対
策
を
要
求
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
事
件
発
生
後
、
香
港
の
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
団
体
で
あ
る
申
国
協
会
（
○
げ
同
ゆ
9
ρ
　
諺
ω
ω
O
O
一
9
ゆ
け
一
〇
］
P
）
香
港
分
会
は
ロ
ン
ド
ン
の
中
国
協
会
に
電

報
を
打
ち
、
イ
ギ
リ
ス
汽
船
が
西
江
で
競
争
力
を
も
つ
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
旗
と
船
長
が
海
賊
の
攻
撃
か
ら
回
避
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
と

思
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
し
、
中
国
協
会
が
外
務
省
に
中
国
政
府
の
海
賊
鎮
圧
を
促
す
よ
う
に
要
請
し
た
。
そ
こ
で
七
月
二
三
日
に
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

協
会
は
そ
の
旨
を
外
務
省
に
伝
え
た
。
こ
れ
は
香
港
の
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
側
か
ら
の
圧
力
で
あ
っ
た
。

　
七
月
二
四
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
黄
補
で
両
広
総
督
琴
春
燈
に
面
会
し
た
。
そ
こ
で
、
総
領
事
は
中
国
協
会
な
ど
の
影
響
力
を

伝
え
た
う
え
で
、
海
賊
行
為
の
根
絶
の
た
め
の
手
段
が
と
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
外
国
の
干
渉
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
ま
た
徹
底
的

な
手
法
が
必
要
だ
と
し
た
。
零
春
燈
は
署
広
東
水
師
提
督
李
準
の
対
応
に
ふ
れ
た
う
え
で
、
赴
任
以
来
～
万
五
〇
〇
〇
人
の
盗
賊
を
斬
首
し
、

二
日
前
に
も
五
十
人
を
処
刑
し
た
と
し
、
治
安
回
復
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
こ
の
二
年
間
で
犯
罪
は
減
少
し
て
い

　
　
　
　
　
⑨

る
と
主
張
し
た
。

　
零
春
燈
は
対
策
と
し
て
兵
員
を
護
衛
と
し
て
外
国
船
籍
の
汽
船
や
汽
艇
に
搭
乗
さ
せ
、
所
有
者
が
～
人
に
六
ド
ル
支
払
う
こ
と
を
提
案
し
た

が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
兵
士
が
信
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
不
可
能
だ
と
し
た
。
一
方
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
警
察
制
度
の
整
備
の
た

め
に
外
国
人
を
雇
用
す
る
こ
と
を
勧
め
た
の
に
対
し
て
、
雰
春
燈
は
外
国
人
の
雇
用
に
反
対
で
は
な
い
が
、
外
国
人
が
非
常
に
費
用
を
要
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
と
を
理
由
に
断
っ
て
い
る
。

　
同
じ
頃
、
香
港
の
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
し
両
広
総
督
零
春
燈
の
更
迭
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
七
月
二
入
日
に
香
港

商
業
会
議
所
は
グ
レ
イ
外
相
に
対
し
、
最
近
の
治
安
悪
化
は
零
春
燈
の
弛
緩
し
た
管
理
に
宿
怨
が
あ
り
、
西
江
開
放
以
来
一
〇
年
が
経
つ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

現
在
が
最
も
危
険
だ
と
し
て
、
新
し
い
鍔
広
総
督
が
任
命
さ
れ
る
時
期
だ
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
八
月
一
日
、
中
国
協
会
香
港
分
会
の
電
報
を
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⑫

受
け
た
ロ
ン
ド
ン
の
中
国
協
会
は
、
雰
春
燈
に
責
任
が
あ
る
と
し
、
そ
の
罷
免
を
外
務
省
に
提
起
す
る
に
至
っ
た
。

　
一
九
〇
六
年
八
月
一
〇
日
、
温
州
付
近
で
イ
ギ
リ
ス
船
籍
の
汽
艇
が
襲
撃
さ
れ
、
中
国
人
の
護
衛
に
死
傷
者
が
出
る
事
件
が
発
生
し
た
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
、
八
月
…
七
日
に
は
広
州
付
近
で
海
賊
事
件
が
発
生
し
て
イ
ギ
リ
ス
船
の
中
国
人
船
員
が
死
傷
し
た
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
代
理
公
使
カ
ー
ネ

ギ
ー
は
八
月
一
九
日
に
グ
レ
イ
外
相
に
対
し
、
梧
州
や
広
州
で
海
賊
事
件
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
零
春
燈
の
更
迭
が
適
当
と
判
断
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
八
月
二
五
日
に
グ
レ
イ
外
相
も
カ
ー
ネ
ギ
ー
に
対
し
て
総
督
更
迭
が
望
ま
し
い
と
し
つ
つ
も
、
賠
償
の
解
決
を
優
先
す
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
⑭

訓
令
し
て
い
る
。

　
同
年
九
月
一
一
日
、
零
春
燈
は
雲
貴
総
督
に
転
じ
、
落
日
、
周
酸
が
両
広
総
督
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
総
督
の
責
任
問
題
は
一
旦
解
決
す

る
。
～
方
、
懸
案
と
な
っ
て
き
た
の
が
賠
償
問
題
で
あ
っ
た
。

（
三
）
賠
償
問
題

　
ま
ず
、
賠
償
金
額
に
つ
い
て
み
る
と
、
八
月
二
九
日
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
代
理
公
使
は
グ
レ
イ
外
相
に
対
し
、
船
と
船
員
の
実
際
の
損
害
が
一
万

二
〇
〇
〇
ド
ル
、
負
傷
者
へ
の
賠
償
は
船
長
が
五
万
ド
ル
、
技
師
は
二
二
四
〇
〇
〇
ド
ル
、
三
人
の
イ
ン
ド
人
見
張
り
は
四
五
〇
〇
ド
ル
、
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

接
的
損
害
は
～
五
万
ド
ル
だ
と
報
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
グ
レ
イ
外
相
と
ジ
ョ
ー
ダ
ン
（
ω
罵
旨
Z
」
o
a
碧
）
公
使
は
、
間
接
的
被
害
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
過
大
と
見
倣
す
点
で
一
致
し
、
間
接
的
被
害
は
講
求
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
一
九
〇
七
年
一
月
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
賠
償
額
を
八
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
と
確
定
し
、
公
使
も
そ
れ
を
是
認
す
る
。

　
一
方
、
中
国
側
と
の
交
渉
で
あ
る
が
、
一
九
〇
七
年
四
月
五
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
両
広
総
督
周
酸
と
賠
償
に
つ
い
て
会
談
を

も
っ
た
。
そ
こ
で
総
督
は
死
亡
し
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ト
の
家
族
に
対
し
て
は
募
金
に
よ
っ
て
七
千
ド
ル
を
支
払
う
と
は
述
べ
た
が
、
条
約
上
の
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

務
で
あ
る
海
賊
の
処
罰
を
行
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
、
ま
た
省
の
銀
庫
が
空
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
た
た
め
、
交
渉
は
申
醒
し
た
。

　
そ
の
後
も
周
酸
か
ら
雰
春
燈
へ
の
両
懸
総
督
の
再
度
の
交
代
に
よ
り
、
交
渉
は
遅
滞
し
た
。
六
月
二
日
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
は
広
州
に
向
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か
う
新
任
の
総
督
零
春
燈
と
会
談
し
た
と
こ
ろ
、
雰
春
燈
は
、
総
督
側
に
責
任
は
な
く
、
ま
た
先
例
も
な
い
と
し
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
家
族
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
す
る
賠
償
の
支
払
い
さ
え
拒
否
し
た
。

　
ま
た
、
一
九
〇
七
年
九
月
の
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
に
対
す
る
強
盗
事
件
の
際
に
広
州
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
七
十
二
行
商
報
』
が
「
条
約
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
犯
人
逮
捕
と
盗
ま
れ
た
財
産
の
返
還
の
み
を
規
定
し
て
お
り
、
賠
償
は
義
務
で
は
な
い
」
と
・
王
張
し
た
よ
う
に
、
広
州
の
商
人
も
賠
償
に
反

対
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
雰
春
燈
の
後
任
の
雲
叢
総
督
張
人
出
か
ら
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
へ
の
一
〇
月
二
八
日
の
返
答
で
も
、
西
南
号
事
件
の
賠
償
の

　
　
　
　
　
　
　
⑫

支
払
い
は
拒
否
さ
れ
、
支
払
わ
れ
る
当
て
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
賠
償
問
題
は
同
時
に
行
わ
れ
て
い
た
海
関
に
よ
る
西
江
巡
視
監
督
問
題
の
交

渉
と
絡
め
て
議
論
さ
れ
て
い
く
。

清末西江の「海賊」：「績捕権」問題と貿易・航運（村上）

（
四
）
　
海
関
の
西
江
巡
視
監
督
問
題

　
一
九
〇
六
年
七
月
一
八
日
に
は
香
港
の
商
業
会
議
所
は
外
務
省
に
打
電
し
、
将
来
的
な
西
江
と
隣
接
す
る
水
域
の
警
備
の
保
証
を
中
国
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
ら
得
る
こ
と
を
要
請
し
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
が
開
国
政
府
の
支
出
の
下
で
警
備
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
つ
ま
り
、
イ

ギ
リ
ス
商
人
ら
は
イ
ギ
リ
ス
側
の
西
江
の
警
備
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
七
月
二
三
日
に
香
港
総
督
ネ
イ
ザ
ン
（
ω
マ
竃
．
蜜
筈
弩
）
は
植
民
地
相
エ
ル
ギ
ン
（
Φ
岳
国
p
ユ
。
団
網
嚢
づ
）
に
対
し
て
、

商
業
会
議
所
の
提
起
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
警
備
は
列
強
と
の
協
調
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
以
下
の
別
の
方
法
を
提
起
し
た
。

こ
の
件
に
関
し
て
最
も
現
実
的
か
つ
満
足
の
い
く
方
法
は
中
国
政
府
に
要
求
し
て
広
州
ま
で
の
水
路
を
中
国
海
関
の
下
に
置
か
せ
、
現
在
密
輸
を
防
止
す

る
た
め
の
部
局
で
行
わ
れ
て
い
る
の
と
同
様
の
方
法
で
海
賊
を
防
止
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
断
の
主
権
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
ま
た
完
全
に
イ

ギ
リ
ス
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
試
み
だ
と
し
て
他
の
西
洋
諸
国
か
ら
反
対
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
さ
ら
に
新
た
な
国
際
的
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
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と
に
伴
う
摩
擦
を
生
じ
る
こ
と
も
な
く
、
外
国
〈
す
な
わ
ち
西
洋
（
原
文
注
）
〉
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
の
鎮
圧
活
動
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
し

提
案
の
よ
う
に
中
国
海
関
が
海
賊
鎮
圧
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
彼
ら
は
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
の
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
計

画
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
も
伝
達
さ
れ
る
べ
き
で
、
珠
江
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
砲
艦
の
士
官
は
、
こ
の
計
画
を
十
分
に
認
識
し
、
河
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
他
の
行
動
が
こ
の
計
画
に
沿
っ
た
形
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
定
期
的
に
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
…
…
。
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す
な
わ
ち
、
ネ
イ
ザ
ン
総
督
は
、
中
国
の
主
権
と
他
の
列
強
の
懸
念
に
配
慮
し
た
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
主
導
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
否
定
し
、

海
関
主
導
の
海
賊
鎮
圧
活
動
を
提
案
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
国
の
主
権
を
損
な
っ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
「
反
論
権
」
を
要
求
し
た
り
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
カ
ー
ネ
ギ
ー
代
理
公
使
は
八
月
八
B
、
ネ
イ
ザ
ン
総
督
の
提
案
に
対
し
て
は
、
海
関
当
局
は
本
来
の
職
分
か
ら
離
れ
た
事
を
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ん
で
行
わ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
中
国
政
府
は
砲
艦
が
外
国
人
の
指
揮
下
に
入
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
ろ
う
と
伝
え
て
お
り
、
海
関
へ
の
委
託
に

消
極
的
で
あ
っ
た
。

　
七
月
二
八
日
に
香
港
商
業
会
議
所
は
グ
レ
イ
外
相
に
対
し
、
広
州
の
海
関
税
務
司
の
下
で
白
人
の
指
揮
下
、
武
装
し
た
汽
艇
が
密
輸
取
り
締

ま
り
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
な
い
し
ア
メ
リ
カ
人
士
官
の
も
と
で
水
路
を
警
備
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

そ
こ
で
も
、
こ
の
提
案
が
申
国
の
主
権
侵
害
が
生
じ
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
が
実
行
で
き
な
い
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
国
政
府
が
経
費
を
支
出
し
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
水
路
の
警
備
を
行
う
こ
と
も
提
案
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
香
港
総
督
と
同
様
に
海
関
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

用
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
月
一
四
日
に
香
港
商
業
会
議
所
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
代
理
領
事
に
対
し
て
も
同
様
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　
以
上
か
ら
は
、
ネ
イ
ザ
ン
総
督
の
海
関
に
よ
る
海
賊
鎮
圧
と
い
う
提
案
の
背
景
に
は
、
香
港
商
業
会
議
所
に
代
表
さ
れ
る
香
港
の
イ
ギ
リ
ス

人
商
人
達
の
要
求
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
う
し
た
香
港
側
の
度
重
な
る
働
き
か
け
は
外
務
省
側
を
動
か
し
て
い
く
。

　
香
港
側
の
提
案
は
植
民
地
省
か
ら
外
務
省
に
伝
え
ら
れ
、
九
月
一
＝
日
に
グ
レ
イ
（
冨
け
≦
ω
8
彗
脅
9
魯
9
勾
蜂
・
一
一
〇
α
8
）
外
相
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
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公
使
に
対
し
て
、
海
関
に
水
路
を
管
轄
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
広
東
省
当
局
は
非
常
に
嫉
妬
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
広
東
省
当
局

は
海
賊
鎮
圧
に
よ
り
積
極
的
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
、
中
国
側
に
提
起
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
こ
に
、
外
務
省
も
両
点
総
督
側
へ
の
圧

力
を
考
慮
し
、
本
格
的
に
海
関
に
よ
る
巡
視
監
督
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
清
朝
の
外
務
部
に
伝
え
ら
れ
、
外
務
部
は
両
広
総
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
対
し
て
海
関
税
務
司
と
協
議
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
翌
一
九
〇
七
年
一
月
一
五
日
、
署
水
師
提
督
李
準
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
に
対
す
る
書
簡
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
汽

艇
を
海
関
の
外
国
人
士
宮
の
指
揮
下
に
置
く
こ
と
は
先
例
が
な
い
と
し
て
拒
否
し
た
。
さ
ら
に
外
国
人
の
士
官
は
広
東
語
や
地
方
の
状
況
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
て
無
知
で
あ
る
た
め
に
、
も
し
委
託
さ
れ
た
ら
際
限
の
な
い
困
難
に
至
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
海
賊
掃
討
に
責
任
を
も
つ
李
準

が
強
く
反
対
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
月
二
三
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
両
広
総
督
周
酸
の
幕
友
と
面
会
し
た
が
、
そ
の
際
に
叢
生
は
中
央
政
府
の
許
可
な
し
に
海
関

の
パ
ト
ロ
ー
ル
用
汽
艇
を
雇
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
が
、
総
領
事
は
両
広
総
督
が
躍
算
す
る
本
当
の
理
由
は
外
国
人
雇
用
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

民
衆
の
感
情
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
個
総
督
側
は
民
衆
の
感
情
を
懸
念
し
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
海
関
に
よ
る
監
督
に
は
反
対

で
あ
っ
た
。

　
一
九
〇
七
年
七
月
六
日
に
は
広
州
付
近
で
イ
ギ
リ
ス
船
籍
の
汽
艇
其
昌
号
が
襲
繋
さ
れ
、
四
〇
〇
ド
ル
の
被
害
が
生
じ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
総
領
事
は
こ
の
事
件
の
際
に
海
関
に
よ
る
巡
航
を
主
張
し
た
が
、
同
時
に
、
現
在
の
広
州
の
海
関
税
務
司
キ
ン
グ
（
℃
●
鵠
．
囚
一
5
窃
q
）
が
こ
の

計
画
に
肯
定
的
で
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。
し
が
た
っ
て
、
担
当
す
べ
き
海
関
側
が
必
ず
し
も
肯
定
的
に
み
て
い
な
い
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

七
月
二
五
日
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
は
グ
レ
イ
外
相
に
対
し
て
、
広
東
省
当
局
の
反
対
は
、
総
税
務
司
の
ハ
ー
ト
（
ω
一
「
　
菊
■
　
山
餌
居
け
）
の
煮
え
切
ら

な
い
態
度
と
広
州
海
関
税
務
司
の
反
対
が
助
長
し
た
も
の
だ
と
み
な
し
た
。
そ
し
て
、
広
州
海
関
税
務
司
が
こ
の
計
画
に
つ
い
て
共
感
を
持
っ

て
取
り
扱
う
よ
う
、
ハ
ー
ト
が
取
り
は
か
ら
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
そ
も
そ
も
海
関
が
、
総
税
務
署
の
ハ
ー

ト
を
含
め
て
こ
の
計
画
に
つ
い
て
消
極
的
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
イ
ギ
リ
ス
と
海
関
の
意
向
が
全
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
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て
、
イ
ギ
リ
ス
と
海
関
を
同
一
視
す
る
見
方
は
全
く
不
適
切
で
あ
る
。

　
　
か
く
し
て
、
海
関
の
消
極
性
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
計
画
に
も
無
理
が
あ
る
こ
と
が
は

西
江
に
軍
艦
を
展
開
す
る
と
い
う
最
終
手
段
へ
と
移
っ
て
い
く
。
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y
　
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
西
江
展
開
と
西
南
号
事
件
賠
償
問
題
の
解
決

（一

j
　
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
西
江
展
開

漕末西江の「海賊」：「絹捕権」問題と貿易・航運（村上）

　
西
南
号
事
件
後
、
イ
ギ
リ
ス
中
国
艦
隊
司
令
官
ム
ー
ア
（
ω
一
民
　
」
♪
．
　
＜
『
’
竃
O
O
同
Φ
）
海
軍
大
将
は
砲
艦
三
隻
に
よ
る
西
江
な
ら
び
に
隣
接
水
域
で

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
の
艦
艇
は
配
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
は
一
九
〇
七
年
後
半
に
変
化
を

み
せ
る
。

　
事
態
を
進
展
さ
せ
た
の
は
海
賊
事
件
の
頻
発
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
七
年
一
〇
月
一
五
日
に
賀
州
で
イ
ギ
リ
ス
船
籍
の
汽
艇
航
達
（
ぎ
錯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

寄
隷
）
が
襲
撃
さ
れ
た
の
に
続
き
、
～
九
〇
七
年
一
〇
月
二
二
日
に
は
、
黄
哺
付
近
で
イ
ギ
リ
ス
船
籍
の
汽
艇
同
豊
（
↓
ご
遺
事
諭
論
晦
）
が
海
賊
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

襲
わ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
二
六
日
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
は
外
務
部
に
対
し
、
こ
の
事
件
を
取
り
上
げ
て
、
海
関
の
巡
洋
艇
に
よ
る
巡
視
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

計
画
の
受
け
入
れ
の
是
非
を
問
い
、
も
し
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
水
路
を
警
備
す
る
で
あ
ろ
う
と
伝
え
た
。
こ
こ
に
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
介
入
が
正
式
に
通
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
側
の
度
重
な
る
要
求
に
対
し
、
外
務
部
は
つ
い
に
妥
協
し
た
。
一
～
月
五
日
、
外
務
部
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
対
し
て
度
支
部
が

二
〇
万
両
を
巡
洋
艇
の
購
入
の
た
め
に
用
意
し
て
い
る
こ
と
、
外
務
部
が
両
町
総
督
に
こ
れ
ら
の
船
舶
の
た
め
の
経
費
を
確
保
す
る
こ
と
と
、

海
関
と
調
整
し
て
密
輸
防
止
と
海
賊
逮
捕
の
た
め
の
対
策
を
採
用
す
る
こ
と
を
命
じ
、
総
督
が
そ
れ
に
対
応
し
、
章
程
の
策
定
を
行
っ
て
い
る

　
　
④

と
し
た
。

　
一
方
、
外
務
部
か
ら
の
提
案
を
受
け
た
両
広
総
督
側
の
対
応
で
あ
る
が
、
＝
月
＝
日
、
外
務
部
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
対
し
て
両
広
総

督
張
人
駿
か
ら
の
報
告
を
伝
え
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
両
広
総
督
は
、
西
江
を
多
数
の
船
舶
が
航
行
し
、
海
賊
が
乗
客
を
偽
装
す
る
中
で
、
少
数

の
艦
船
の
追
加
は
効
果
が
少
な
い
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
総
督
が
海
関
税
務
司
と
協
議
し
て
策
定
し
た
新
た
な
「
絹
雲
章
程
」
で
は
以
下
の
こ
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と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。

　
（
一
）
四
隻
の
吃
水
の
浅
い
高
速
船
を
購
入
す
る
こ
と
。

　
三
）
現
存
の
警
備
艇
一
九
隻
を
二
隻
ず
つ
に
分
け
て
損
当
場
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
る
こ
と
。

　
（
王
）
（
二
）
で
組
み
合
わ
せ
る
警
備
艇
を
調
整
す
る
こ
と
。

　
（
四
）
こ
れ
ら
の
艦
船
に
乗
り
込
む
下
士
官
ら
の
明
確
な
賞
罰
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
。

　
（
五
）
商
船
の
停
泊
す
る
港
を
税
務
司
が
調
整
し
、
そ
こ
に
警
備
艇
を
停
泊
さ
せ
る
こ
と
。

　
（
六
）
汽
船
の
ル
ー
ト
を
決
め
、
ど
の
地
点
が
混
雑
す
る
か
を
確
か
め
、
警
備
の
便
宜
を
図
る
こ
と
。

　
（
七
）
商
船
は
警
備
艇
の
声
が
届
く
範
囲
を
通
過
す
る
こ
と
。

　
（
八
）
申
国
船
・
外
国
船
を
問
わ
ず
護
衛
と
し
て
兵
士
を
搭
乗
さ
せ
る
こ
と
。

　
（
九
）
地
元
の
当
局
に
よ
る
船
舶
検
査
を
行
う
局
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
海
関
税
務
司
キ
ン
グ
と
の
協
調
を
主
張
し
、
新
た
な
艦
船
購
入
や
年
次
経
費
な
ど
の
経
費
は
広
東
省
が
負
担
し
、
度
支
部
の
負
担

は
必
要
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
外
務
部
は
一
〇
万
両
を
海
関
に
送
金
し
て
二
隻
を
購
入
し
、
そ
れ
を
海
関
の
管
轄
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

置
く
こ
と
に
す
る
と
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
両
広
総
督
側
が
、
広
州
の
海
関
当
局
と
協
調
し
つ
つ
も
、
海
関
主
導
の
絹
捕
を
排
除
し
、
ま
た
経

費
を
中
央
政
府
に
負
担
さ
せ
な
い
こ
と
で
広
東
省
側
の
主
導
権
を
確
保
す
る
こ
と
を
図
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
れ
に
対
す
る
外
務

部
の
案
は
、
経
費
の
半
額
の
負
担
な
ど
、
妥
協
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。
広
東
省
側
の
提
案
に
対
し
ジ
ョ
ー
ダ
ン
は
、
章
程
の
策
定
に
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ス
総
領
事
が
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
心
し
、
総
領
事
ら
と
協
議
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

　
一
一
月
二
〇
日
、
ム
ー
ア
大
将
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
と
思
量
総
督
張
人
毛
の
会
談
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
両
広
総
督
は
四
隻
の
高
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

艇
の
配
備
に
は
同
意
し
た
が
、
海
関
に
よ
る
監
督
や
外
国
人
士
官
の
乗
船
は
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
ム
ー
ア
大
将
は
一
定
期
間
以
内
に
西
南
号
事

件
の
賠
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
可
能
な
限
り
の
海
軍
艦
艇
を
西
江
に
投
入
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
を
提
起
し
、
そ
れ
は
一
一
月
二
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⑧

三
日
に
両
広
総
督
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
二
七
日
の
富
有
総
督
の
返
答
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
そ
こ
で
一
一
月
三
〇
日
、
ム
ー
ア
大
将
は
パ
ト
ロ
ー
ル
拡
大
を
決
定
、
同
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
両
広
総
督
に
対
し
、
翌
週
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

り
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
拡
大
さ
れ
、
武
器
の
捜
索
対
象
は
イ
ギ
リ
ス
船
の
乗
客
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
伝
達
し
た
。
こ
れ
は
、
条

件
付
き
の
パ
ト
ロ
ー
ル
拡
大
で
あ
り
、
清
朝
側
の
パ
ト
ロ
ー
ル
権
の
侵
害
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
権
利
を
奪
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
二
）
　
中
国
側
の
報
道
と
広
州
の
紳
商
の
反
旛

　
こ
の
一
連
の
申
英
間
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
中
国
側
に
お
い
て
も
報
道
が
始
ま
っ
て
い
た
。
一
〇
月
～
四
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事

は
広
州
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
時
敏
新
報
』
の
一
九
〇
七
年
［
○
月
九
日
の
記
事
を
抜
粋
・
翻
訳
し
て
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
送
付
し
た
。
そ
こ

に
添
付
さ
れ
た
九
月
二
七
日
の
両
広
総
督
張
人
駿
の
外
務
部
宛
電
報
で
は
、
外
務
部
が
海
賊
逮
捕
は
広
東
省
当
局
の
管
轄
で
あ
る
が
、
密
輸
防

止
の
た
め
に
海
関
が
艦
船
を
使
用
す
る
可
能
性
を
伝
え
た
の
に
対
し
て
、
両
広
総
督
側
が
こ
れ
を
省
当
周
の
権
限
を
侵
す
も
の
と
し
、
外
務
部

が
イ
ギ
リ
ス
公
使
に
対
し
て
、
艦
船
の
購
入
は
認
め
て
も
、
そ
れ
は
広
東
の
水
師
・
陸
路
提
督
の
指
揮
下
に
置
き
、
海
関
税
務
司
の
管
理
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
こ
と
を
許
さ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
主
権
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
。
同
内
容
の
記
事
は
～
○
月
一
七
日
の
『
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

報
』
を
は
じ
め
と
し
て
各
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
広
州
に
『
時
敏
新
報
』
か
ら
交
渉
の
情
報
が
最
初
に
流
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、

そ
の
背
景
に
は
広
東
省
当
局
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
両
広
総
督
側
か
ら
「
主
権
」
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
『
申
報
』
に
よ
る
と
、
＝
月
一
九
日
、
広
州
の
同
業
団
体
（
七
二
行
）
ら
は
外
国
人
の
西
江
に
お
け
る
「
緯
捕
」
と
い
う
主
権
へ
の
干
渉

に
抗
議
す
る
た
め
に
広
州
の
華
林
寺
で
戒
農
会
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
は
、
外
務
部
が
両
玄
総
督
に
柑
全
し
な
い
で
兵
権
を
外
国
人
に
与
え
る

こ
と
を
拒
絶
し
、
両
広
総
督
に
対
し
て
は
水
師
を
粛
正
し
て
関
辛
を
厳
重
に
懲
罰
す
る
こ
と
を
要
求
、
さ
ら
に
中
国
・
外
国
の
汽
船
を
一
律
に

扱
う
こ
と
、
海
関
税
を
省
の
経
費
に
充
当
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
輿
商
自
治
会
を
成
立
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
北
京
や
上
海
に
電
報
を
打
ち
、
共

　
　
　
　
　
　
⑬

闘
を
呼
び
か
け
た
。
こ
こ
か
ら
、
広
州
の
商
人
達
が
、
「
乱
捕
権
」
問
題
を
利
用
し
て
各
種
の
懸
案
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
解
決
を
図
っ
て
い
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⑭

る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
広
東
の
紳
商
ら
は
そ
の
後
、
地
方
自
治
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
中
国
の
主
権
を
侵
害
し
な
い
た
め
に
海
関
の
関
与
を
提
案
し
た
し
、
そ
も
そ
も
海
関
へ
の
委
託
は
以
前

の
両
広
総
督
が
提
起
し
た
方
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
両
広
総
督
の
電
報
を
契
機
に
、
広
東
の
紳
商
ら
が
～
方
的
に
「
主
権
侵
害
」
と
み
な
し

て
運
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
中
国
の
主
権
に
対
す
る
配
慮
は
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
＝
一
月
三
日
に
両
広
総
督
張
人
駿
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
に
対
し
、
海
賊
防
止
は
内
政
問
題
で
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
行
動
は
中
国
の

主
権
の
侵
害
で
あ
り
、
中
国
人
は
徐
々
に
啓
蒙
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
人
々
の
憤
激
は
高
ま
り
、
結
果
的
に
貿
易
に
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
と
し

⑮た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
広
州
の
民
衆
の
感
情
を
利
用
し
た
脅
迫
で
あ
り
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
示
唆
し
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
対
し
て
、
汽
船
の
大
半
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
所
有
で
あ
り
、
香
港
と
広
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
相
互
依
存
性
か
ら
、
い
か
な
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
試
み
も
失
敗
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
貿
易
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
見
な
し
て
い
た
。

結
局
、
広
州
の
民
衆
の
感
情
を
利
用
し
た
圧
力
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
に
は
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ム
ー
ア
大
将
は
一
八
九
八

～
一
八
九
九
年
に
西
江
で
海
賊
活
動
が
活
性
化
し
た
際
に
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
派
遣
さ
れ
た
先
例
を
挙
げ
、
イ
ギ
リ
ス
の
警
察
権
は
そ
れ
以
来
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
三
）
　
交
渉
の
妥
結

　
～
一
一
月
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
以
前
か
ら
配
備
さ
れ
て
い
た
砲
艦
に
加
え
、
新
た
に
二
隻
の
ス
ル
ー
プ
型
軍
艦
、
四
隻
の
駆
逐
艦
、
三
隻

の
魚
雷
艇
、
二
隻
の
哨
戒
艇
を
西
江
に
配
備
し
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
、
両
広
総
督
が
イ
ギ
リ
ス
側
の
行
動
と
藍
田
メ
デ
ィ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

扇
動
の
問
で
動
揺
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
両
省
総
督
よ
り
も
北
京
の
外
務
部
の
方
が
圧
力
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
広
州
の
紳
商
の
批
判
の
矛
先
は
外
務
部
に
向
い
て
お
り
、
西
江
の
「
紺
捕
権
」
問
題
は
全
国
に
伝
わ
り
、
反
対
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い

た
。
同
日
、
両
広
総
督
張
人
駿
も
外
務
部
に
対
す
る
電
報
で
、
外
務
部
が
駐
英
公
使
李
経
方
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
と
協
議
さ
せ
、
速
や
か
に
艦
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⑲

隊
を
撤
収
さ
せ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
＝
一
月
八
日
、
外
務
部
は
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
即
時
撤
収
を
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
要
求
し
た
が
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
は
西
南
号
事
件
解
決
と
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
当
局
に
よ
る
有
効
な
海
賊
鎮
圧
手
段
の
採
用
を
条
件
と
し
た
。

　
～
二
月
二
〇
日
に
な
る
と
、
外
務
部
は
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
人
か
ら
訓
練
を
受
け
た
元
北
洋
艦
隊
士
官
ら
を
利
用
し
た
計
画
を
提
示
し
た
。
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ヨ
ー
ダ
ン
公
使
は
、
海
関
側
が
自
ら
の
巡
視
監
督
に
乗
り
気
で
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
代
わ
り
の
提
案
の
方
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

一
二
月
二
三
日
、
ム
ー
ア
大
将
も
そ
れ
に
同
意
し
、
ま
た
西
南
号
事
件
の
賠
償
が
支
払
わ
れ
次
第
、
清
朝
側
の
行
動
が
改
善
さ
れ
る
の
に
応
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
西
江
か
ら
艦
艇
を
撤
収
さ
せ
る
意
志
が
あ
る
こ
と
を
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
伝
え
て
い
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
も
～
二
月
二
四
日
の

ジ
ョ
ー
ダ
ン
宛
電
報
で
、
現
状
で
海
関
に
軍
艦
の
統
率
を
要
求
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
た
め
、
西
南
号
事
件
賠
償
金
の
全
額
支
払
い
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

陸
上
・
水
上
を
問
わ
ず
盗
賊
に
打
撃
を
与
え
る
た
め
の
十
分
に
詳
細
な
計
画
を
条
件
に
艦
艇
の
撤
収
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
を

う
け
て
＝
一
月
二
七
日
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
も
グ
レ
イ
外
相
に
対
す
る
電
報
で
、
西
南
号
事
件
の
賠
償
を
支
払
う
こ
と
と
警
備
計
画
を
条
件
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

艦
艇
を
撤
収
す
る
方
針
を
伝
え
た
。
こ
の
背
景
に
は
外
務
部
が
非
公
式
に
西
南
号
事
件
の
賠
償
支
払
い
を
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
伝
え
て
い
た
こ

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
も
あ
っ
た
。
こ
の
方
針
は
グ
レ
イ
外
相
も
認
め
、
ご
一
月
三
〇
日
に
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
電
報
が
打
た
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
旨
は
同
日
、
外

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

務
部
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
側
は
明
確
に
海
関
に
よ
る
巡
視
監
督
の
方
針
を
変
更
し
、
海
賊
鎮
圧
対
策
の
強
化
と
西
南
号
事
件

の
賠
償
金
支
払
い
で
問
題
の
幕
引
き
を
図
る
方
向
に
向
か
い
、
問
題
は
解
決
に
向
か
っ
た
。

　
　
方
、
～
二
月
二
八
日
に
外
務
部
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
対
し
、
彫
塑
総
督
が
す
で
に
署
水
師
提
督
李
準
に
有
効
な
対
策
を
ゆ
だ
ね
た
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
関
し
て
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
同
意
し
た
と
伝
え
た
。
一
月
四
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
し
、
両
広
総
督
が
西
南
号
事
件
の
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
合
意
し
た
と
伝
え
た
。
支
払
額
は
六
千
ポ
ン
ド
（
一
万
七
七
九
〇
両
）
で
数
日
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
二
万
七
〇
〇
〇
ド
ル
弱
に
相
当
す
る
か
ら
、
元
々
イ
ギ
リ
ス
側
が
予
定
し
て
い
た
請
求
額
か
ら

す
る
と
大
幅
な
減
額
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
パ
ト
ロ
ー
ル
拡
大
の
範
囲
か
ら
の
撤
収
に
応
じ
て
李
提
督
が
そ
の
区
域
を
引
き
継
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ぐ
こ
と
で
も
合
意
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
一
月
一
六
日
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
対
し
、
賠
償
金
が
支
払
わ
れ
た
と
述
べ
た
。
一
月
一
九
日
、
ム
ー
ア

大
将
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
対
し
て
広
東
省
側
の
手
法
が
署
水
師
提
督
李
準
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
て
、
満
足
の
い
く
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

た
め
、
～
部
を
除
い
て
艦
艇
を
撤
収
さ
せ
た
と
し
、
李
準
の
留
任
の
有
無
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
で
訓
練
を
う
け
た
士
官
四
人
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
、

李
準
の
計
画
し
た
無
線
シ
ス
テ
ム
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
、
各
区
域
に
軍
隊
の
駐
屯
地
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
残
り
の
艦
船
を
撤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

退
さ
せ
る
と
報
告
し
て
お
り
、
李
準
の
対
応
に
満
足
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
｝
月
二
三
日
、
上
記
の
点
も
両
広
総
督
の
保
証
が
と
れ
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

翌
日
、
ム
ー
ア
大
将
は
残
り
の
艦
船
を
撤
退
さ
せ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
西
南
号
事
件
を
契
機
と
す
る
中
鷺
の
交
渉
は
妥
結
し
た
が
、
そ
れ
は
双
方
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
海
関

側
の
消
極
的
態
度
も
あ
り
、
海
関
に
よ
る
巡
視
監
督
と
い
う
外
国
人
の
関
与
す
る
シ
ス
テ
ム
を
創
設
す
る
と
い
う
目
的
を
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、

広
東
省
側
の
海
賊
掃
討
体
制
を
整
備
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
ま
た
西
南
号
事
件
の
賠
償
金
を
獲
得
し
た
。
一
方
、
両
広
総
督
側
は
海
関
、
ひ

い
て
は
外
国
入
の
関
与
を
最
終
的
に
排
除
し
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
を
撤
収
さ
せ
、
西
南
号
事
件
の
賠
償
額
も
大
幅
に
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
現
地
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
側
と
広
東
水
師
側
の
関
係
が
維
持
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
李
準
の
活
動
を
信
頼
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
九
〇
七
年
の
広
州
海
関
報
告
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
際
し
て
、
広
州
市
内
の
短
気
な
人
々
は
興
奮
し
、

不
正
確
な
理
解
に
よ
り
激
し
い
言
動
も
み
ら
れ
る
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
イ
ギ
リ
ス
海
軍
と
広
東
水
師
の
二
つ
の
艦
隊
は
友
好
関
係
に
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。
広
州
市
内
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
は
、
帯
広
総
督
側
が
、
情
報
を
操
作
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
一
九
〇

八
年
四
月
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
報
告
の
中
で
、
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西
南
号
事
件
の
賠
償
金
が
支
払
わ
れ
た
時
、
両
三
総
督
は
布
告
を
出
し
、
そ
こ
で
は
彼
が
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
と
の
問
で
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
と
焦
点
艇
が

徐
々
に
撤
収
す
る
こ
と
を
協
定
し
た
と
述
べ
て
い
た
。
布
告
や
、
い
か
な
る
中
国
側
の
新
聞
も
西
南
号
事
件
の
賠
償
金
支
払
い
に
つ
い
て
言
及
し
な
か
っ



た
。
そ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
ギ
リ
ス
軍
艦
の
撤
収
を
両
広
総
督
の
賢
明
な
交
渉
に
完
全
に
帰
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

清末西江の「海賊」：「絹捕権」問題と貿易・航運（村上）

　
ま
た
、
両
広
総
督
張
人
駿
は
先
述
の
よ
う
に
情
報
を
操
作
し
て
広
東
の
紳
商
を
扇
動
し
、
外
務
部
に
圧
力
を
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
意
図

を
く
じ
い
た
可
能
性
が
高
い
。
一
年
半
の
交
渉
の
中
で
一
九
〇
七
年
　
○
月
に
突
然
報
道
が
始
ま
り
、
両
広
総
督
側
に
有
利
な
情
報
が
全
国
的

に
拡
散
し
た
背
景
に
、
両
広
総
督
ら
が
全
く
関
与
し
て
い
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
海
関
に
よ
る
巡
視
監
督
は
、
中
国
の
主
権
を

侵
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
広
東
省
当
局
の
権
限
を
奪
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
中
国
の
主
権
侵
害
と
み
な
し
て
反
対
運
動
が
起
こ

っ
た
こ
と
を
帯
広
総
督
は
利
用
し
て
、
外
務
部
の
方
針
転
換
を
導
き
、
自
ら
の
権
限
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
「
緯
捕
権
」
を
め

ぐ
る
広
東
紳
商
ら
の
運
動
は
広
東
の
地
方
自
治
を
主
張
し
、
両
広
総
督
に
も
圧
力
を
か
け
た
か
ら
、
紳
商
ら
の
運
動
が
両
広
総
督
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
広
州
に
お
け
る
運
動
は
、
中
英
の
問
で
交
渉
さ
れ
て
い
た
事
柄
と
も
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
現
場
に
お
け
る
中
英
の
良
好
な
関
係
と
も
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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V
　
海
賊
問
題
の
継
続
と
薦
江
貿
易
の
変
動

（一

j
　
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
撤
収
後
の
状
況

　
イ
ギ
リ
ス
海
軍
撤
収
後
の
状
況
で
あ
る
が
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
一
九
〇
八
年
四
月
の
報
告
で
英
軍
撤
退
後
、
水
師
提
督
子
守
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

下
で
十
分
に
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
一
九
〇
八
年
の
広
州
海
関
報
告
も
、
香
港
で
製
造
さ
れ
た
四
隻
の
砲
艦
は
李
下

提
督
に
よ
っ
て
見
事
に
指
揮
さ
れ
、
海
賊
掃
討
に
寄
与
し
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
洪
水
の
発
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

珠
江
流
域
の
困
窮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
賊
活
動
が
比
較
的
少
な
い
と
み
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
面
の
と
こ
ろ
、
海
賊
活
動
は
抑
制

さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。



清末西江の「海賊」i　fssu捕権」問題と貿易・航運（村上）

　
も
っ
と
も
、
一
九
〇
八
年
＝
月
に
な
る
と
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
総
領
事
は
デ
ル
タ
地
帯
で
は
し
ば
し
ば
海
賊
行
為
が
発
生
し
、
現
在
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
て
い
る
海
賊
鎮
圧
の
手
法
が
と
り
わ
け
効
果
的
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と
し
て
お
り
、
完
全
な
海
賊
根
絶
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
外
国
船
に
つ
い
て
深
刻
な
事
件
は
発
生
せ
ず
、
～
九
一
〇
年
広
州
海
関
報
告
は
海
賊
の
猫
薇
を
伝
え
る
が
、
大
き
な
被
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
被
っ
て
い
た
の
は
中
国
船
の
貿
易
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
介
入
す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
こ
の
状
況
が
変
わ
る
の
は
、

辛
亥
革
命
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
恒
常
的
な
盗
賊
の
存
在
が
外
国
船
の
内
河
開
放
に
よ
っ
て
浮
上
し
た
が
、
外
国
船
の
被
害
が
少
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
海
賊
問

題
が
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
海
賊
問
題
は
貿
易
・
航
運
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
　
西
江
の
貿
易
・
航
運
と
海
賊
問
題

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
海
賊
の
襲
撃
対
象
は
貨
物
船
で
は
な
く
、
旅
客
船
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
賊
活
動
の
活
性
化
は
貿
易
に
深
刻
な
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
西
南
号
事
件
の
発
生
し
た
～
九
〇
七
年
、
江
門
の
海
関
報
告
は
、
海
賊
活
動
の
拡
大
は
地
方
の
貿
易
を
大

き
く
阻
害
し
、
ジ
ャ
ン
ク
の
運
賃
は
上
昇
し
た
が
、
汽
船
の
運
賃
は
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
海
賊
は
中
国
船
な
い
し
汽
艇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
襲
撃
す
る
が
、
大
型
汽
船
の
被
害
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
型
汽
船
貿
易
へ
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
。
そ
し
て
停
滞
し
て
い
た

西
江
の
貿
易
は
一
九
〇
七
年
以
降
、
回
復
へ
と
向
か
う
（
図
一
参
照
）
。

　
そ
れ
で
は
、
西
江
の
貿
易
の
拡
大
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
の
影
響
力
拡
大
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
指
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
な
る
の
が
、
通
過
貿
易
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
協
定
関
税
制
度
に
よ
る
低
関
税
に
も
関
わ
ら
ず
、
申
国
地
方
政

府
に
よ
っ
て
包
金
を
は
じ
め
と
す
る
内
地
諸
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
貿
易
の
拡
大
は
外
国
の
「
自
由
貿

易
」
原
則
の
拡
大
、
ひ
い
て
は
外
国
人
商
人
の
影
響
力
拡
大
と
も
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
西
江
に
お
け
る
輸
入
通
過
貿
易
の
展
開
を
示
す
の
が
図
一
で
あ
る
。
開
港
後
は
、
梧
州
は
大
き
な
伸
び
を
見
せ
、
三
水
も
一
九
〇
七
年
以
降
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図1　西江輸入通過貿易
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拡
大
す
る
が
、
広
州
は
全
体
的
に
停
滞
し
て
い
る
。
一
九
〇
七
年
の
南
寧

開
港
も
あ
り
、
一
九
〇
七
年
以
降
は
全
体
的
に
停
滞
し
て
い
る
。
こ
の
点

か
ら
見
て
も
、
外
国
人
の
影
響
力
の
内
河
浸
透
の
限
界
を
示
す
こ
と
が
で

き
る
。

　
西
江
貿
易
の
発
展
は
、
広
西
に
お
け
る
鎮
・
櫨
と
い
っ
た
市
場
町
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

展
を
も
た
ら
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
広
東
人
商
人
の
広
西
城
鎮
へ
の
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
関
連
し
な
が
ら
進
展
し
た
。
梧
州
に
お
い
て
も
外
国
人
商
人
は
汽
船
会

社
や
そ
の
代
理
店
な
ど
少
数
で
、
中
国
人
商
人
、
特
に
広
東
商
人
が
商
業

　
　
　
　
　
　
⑩

を
掌
握
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
航
運
を
み
る
と
、
一
九
〇
五
年
の
江
門
海
関
報
告
に
よ
れ
ば
、

ト
ン
数
で
見
る
と
イ
ギ
リ
ス
船
籍
が
最
大
で
あ
る
が
、
本
地
に
来
る
香
港

汽
船
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
人
が
所
有
す
る
の
は
一
隻
に
す
ぎ
ず
、
残
り
は
中

国
人
商
店
が
香
港
で
登
録
し
て
イ
ギ
リ
ス
国
旗
を
掲
揚
し
た
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
。
そ
し
て
江
門
の
実
際
の
貿
易
は
中
国
人
の
掌
中
に
あ
る
と
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
内
河
の
商
業
は
中
国
人
商
人
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
。

　
小
型
汽
船
の
貿
易
を
見
る
と
そ
れ
は
一
層
顕
著
で
あ
る
。
梧
州
二
二
水

の
内
河
汽
船
貿
易
を
示
す
十
二
・
三
を
み
て
も
、
ジ
ャ
ン
ク
か
ら
汽
船
へ

の
転
換
に
よ
っ
て
全
体
的
に
増
大
し
て
い
る
が
、
一
九
〇
六
・
一
九
〇
七

年
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
船
籍
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
船
籍
が
激
減
し
、
中
国
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船
籍
が
独
占
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
背
景
に
は
船
籍
の
転
換
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
従
来
は
外
国
船
籍
の
汽
艇
に
対
す
る
関
干
の
検
査
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
中
国
船
籍
の

・
汽
艇
は
海
関
が
検
査
し
た
た
め
、
中
国
人
商
人
の
不
満
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
西
南
号
事
件
の
際
に
広
州
の
紳
商
が
こ
の
点
を
問
題
題
し
た

た
め
、
両
広
総
督
張
人
里
は
中
国
人
喜
入
の
小
型
輪
船
の
検
査
を
海
関
か
ら
善
後
周
か
ら
派
遣
さ
れ
た
入
員
に
よ
る
検
査
に
切
り
替
え
、
中
国

旗
を
掲
げ
る
小
蒸
気
船
か
ら
の
徴
税
を
免
除
し
た
。
そ
の
結
果
、
店
素
数
十
軒
が
旗
と
牌
（
許
可
証
）
を
申
請
し
、
外
国
旗
を
龍
（
中
国
）
旗
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

改
め
る
も
の
が
三
〇
余
軒
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
小
蒸
気
船
に
お
け
る
中
国
船
籍
の
増
大
は
こ
れ
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
中

国
人
商
人
は
従
来
、
課
税
圓
避
の
た
め
に
外
国
船
籍
を
利
用
し
て
い
た
が
、
省
当
周
が
免
税
と
し
た
た
め
に
、
申
国
船
籍
に
転
換
し
た
の
で
あ

る
。

　
こ
う
し
て
、
中
国
船
籍
の
圧
倒
的
優
位
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
れ
は
海
賊
問
題
に
も
影
響
し
た
。
一
九
〇
九
年
二
月
、
駐
広
州
イ
ギ
リ
ス
領
事

館
員
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
（
即
寓
．
閃
。
×
）
は
、
清
朝
側
の
四
隻
の
巡
視
艇
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
、
も
し
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
完
成
し
た
ら
、
外

国
船
籍
の
汽
艇
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
こ
と
に
よ
り
、
外
国
の
干
渉
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
清
朝
側
当
局
の
海
賊
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

題
へ
の
関
心
を
失
わ
せ
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
実
際
、
海
賊
対
策
の
大
幅
な
強
化
は
そ
の
後
進
ま
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
外
国
人
・
外
国
船

が
全
体
と
し
て
内
河
の
小
型
船
貿
易
か
ら
排
除
さ
れ
、
「
海
賊
問
題
」
が
減
少
し
た
結
果
、
外
国
の
干
渉
が
な
く
な
っ
て
清
朝
官
僚
も
関
心
を

抱
か
な
く
な
り
、
一
層
の
海
賊
対
策
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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価
二
・
五
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う
代
替
税
（
子
口
半
税
）
を
支
払
え
ば
、
そ
の
納
税
証
明
書
の
呈
示
に
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っ
て
全



　
て
の
内
地
諸
税
を
免
除
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
下
で
行
わ
れ
た
内
地
貿
易
で

　
あ
る
。

⑧
鍾
文
典
主
編
欄
広
西
近
代
好
鎮
研
究
出
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、

　
三
〇
五
i
三
～
八
頁
、
陳
歳
費
「
近
代
塗
扇
交
流
中
的
西
江
流
域
口
岸
研
究
！

　
以
一
八
九
七
年
至
抗
戦
爆
発
前
夕
梧
州
港
三
蔵
」
噌
経
済
与
社
会
発
展
』
二
〇
一

　
二
年
牌
弟
山
持
期
、
　
二
〇
一
二
年
。

⑨
鍾
文
典
主
編
前
掲
書
、
六
八
－
七
三
頁
、
黄
濱
『
近
代
出
港
客
消
幕
広
西
城
鎮

　
経
済
発
育
㎞
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

⑩
東
亜
岡
文
会
『
支
那
省
別
全
誌
第
二
巻
広
西
省
甑
東
亜
同
文
会
、
一
九
一
七

　
年
、
九
〇
－
九
～
頁
。

⑪
O
匿
ρ
ゆ
巴
①
殉
8
。
器
磐
蜘
寄
ε
触
欝
の
H
8
9
冥
護
ヨ
8
拶
や
お
O
．

⑫
課
題
警
部
書
、
一
五
七
頁
、
何
文
平
前
掲
論
文
、
＝
九
頁
。

⑬
「
○
卜
。
卜
。
。
。
＼
嵩
鐸
閃
。
図
8
｝
。
a
9
。
戸
G
。
8
二
階
ρ
即
葺
轟
轟
一
’
6
8
・

　
ぎ
叶
Φ
銀
σ
q
窪
8
幻
①
ロ
。
「
酢
．

清末西江の「海賊」：「組捕権」問題と貿易・航運（村上）

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
論
で
示
し
た
よ
う
に
、
西
江
の
外
国
船
貿
易
へ
の
開
放
と
貿
易
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
海
賊
事
件
に
外
国
船
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、

結
果
的
に
外
国
人
の
被
害
が
生
じ
、
海
賊
問
題
が
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
諸
外
国
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
西
江
に
お
け
る
「
海
賊
」

は
小
型
船
を
対
象
と
し
た
強
盗
の
よ
う
な
形
式
を
と
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
発
生
し
た
西
南
号
事
件
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
清
朝
側
の
対
策
を
ク
ロ
…
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ

た
。
清
朝
側
の
対
応
に
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
西
南
号
事
件
の
賠
償
金
を
清
朝
側
に
要
求
す
る
と
と
も
に
、
香
港
当
局
や
香

港
の
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
の
影
響
も
あ
り
、
中
国
の
主
権
を
侵
害
し
な
い
形
で
海
関
の
外
壁
人
に
巡
視
を
監
督
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
両
広

総
督
は
そ
の
両
方
に
反
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
が
西
江
の
軍
艦
を
増
強
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
圧
力
を
か
け
た
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
が

主
権
を
侵
害
し
て
「
絹
捕
権
」
を
要
求
し
、
そ
れ
に
外
務
部
が
妥
協
し
て
い
る
と
い
う
形
で
理
解
し
た
広
州
の
紳
商
を
中
心
に
反
発
が
強
ま
る

中
、
海
関
に
監
督
の
意
思
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
双
方
が
妥
協
し
、
西
南
号
事
件
の
賠
償
金
支
払
い
と
清
朝
側
の
新
た
な
対
策
制
定
の
見
返
り

に
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
は
撤
収
す
る
こ
と
で
西
南
号
問
題
は
解
決
し
た
。
以
上
か
ら
み
れ
ば
、
広
州
の
「
績
捕
権
」
を
め
ぐ
る
運
動
は
、
実
態
と

は
異
な
る
形
で
理
解
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
「
誤
解
」
が
運
動
を
拡
大
さ
せ
、
影
響
力
を
も
っ
た
と
も
い
え
る
。
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結
果
的
に
広
東
省
当
局
は
外
国
人
や
海
関
の
関
与
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
り
、
西
江
の
貿
易
に
対
す
る
影
響
力
を
強
め
、
汽
艇
に
関
し
て
は

中
国
船
籍
へ
の
切
り
替
え
を
促
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
西
江
に
お
い
て
申
国
人
が
商
業
を
掌
握
し
、
外
国
人
を
内
地
市
場
か
ら
「
排

除
」
す
る
傾
向
も
強
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
上
海
を
等
温
と
す
る
租
界
や
香
港
に
外
国
人
商
人
が
追
い
込
ま
れ
て
い
く
全
国
的
な
動
向
と
一
致
し

て
い
た
と
い
え
る
。
西
南
号
事
件
へ
の
清
朝
側
の
対
応
は
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
外
国
船
・
外
国
人
の
被

害
が
減
少
し
た
こ
と
は
、
清
朝
側
の
「
海
賊
問
題
」
へ
の
関
心
低
下
を
招
い
た
。
西
南
事
件
後
の
海
賊
活
動
の
一
時
的
「
減
少
」
も
あ
っ
た
が
、

清
朝
側
は
根
本
的
対
応
を
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
辛
亥
革
命
以
降
の
政
治
的
不
安
定
は
直
ち
に
海
賊
問
題
の
拡
大
へ
と
つ
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

り
、
香
港
船
の
被
害
続
出
に
よ
り
、
再
び
イ
ギ
リ
ス
の
介
入
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
で
、
西
南
号
事
件
前
後
の
海
賊
は
、
開
港
以
来
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
海
賊
の
盛
衰
と
イ
ギ
リ
ス
の
介
入
の
パ
タ
ー
ン
の
一
例
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
も
っ
と
も
従
来
と
は
異
な
り
、
当
該
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
「
海
賊
問
題
」
へ
の
関
与
は
全
国
的
に
情
報
が
伝
わ
り
、
広
州
で
は
大
き
な
運
動
と

な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
交
渉
内
容
や
現
地
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
通
信
技
術
や
メ
デ
ィ
ア
の

発
達
は
、
人
々
の
正
確
な
認
識
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
情
報
操
作
が
加
わ
れ
ば
、
む
し
ろ
逆
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
を
示
す
事
例
と
も

い
え
、
今
後
は
そ
う
し
た
史
料
の
性
格
を
踏
ま
え
た
政
治
社
会
史
研
究
の
再
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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Miyazu　domain　can　oRly　be　explained　as　a　part　of　the　policy　of　promoting

production，　but　coRsidering　the　frequent　appearance　of　foreign　ships　in　its

ports　and　the　circumstaRces　that　Japan　found　itself　at　the　time　with　each

domain　strongly　conscious　of　maritime　defense，　it　can　be　hypothesized　that

the　problem　of　maritime　defense　motivated　various　domains　and　enticed

them　to　initiate　new　whaling　operations．　Furthermore，　whaling　initially

began　as　a　part　of　the　promotion　of　industry，　but　it　can　reasonably　be

hypothesized　at　the　time　that　there　was　also　a　switch　in　purpose　to　the　goal

of　maritime　defense，　Further　investigation　includiRg　the　movement　of　other

domains　on　the　Japan　Sea　side　of　the　main　island　is　a　task　for　the　future．

“Pirates”　on　the　West　River　during　the　Late　Qing　Period：　Trade，

　　　　　　　Shipping　and　the　Dispute　over　“The　Right　of　Patrol”

by

MURAKAMI　Ei

　　The　West　River西江is　the　longest　of　the　rivers　that　comprise　the　Pearl

River珠江system，　and　wlth　the　decision　to　allow　foreign　trading　ships　in　the

river　at　the　end　of　the　19th　century，　ten　small　ports　in　the　Pearl　River　De｝ta

area　were　recognized　as　embarkation　and　disembarkation　polnts　for

passengers　in　addition　to　the　opening　of　the　ports　of　Wuzhou二二，　SanshUi

三水，and　Jiangmen江門．　As　a　result，　trade　on　the　West　River　greatly

expanded，　and　the　transport　of　passengers　between　Guangzhou　and　｝long

Kong　／　Macao　mushroomed，　and　there　was　a　shift　from　junks　to　small－scale

steamboats．　ln　response　to　the　increase　in　maritime　transport，　bandits

disguised　as　passengers　would　board　these　small　boats　that　plied　the　West

River　and　other　interior　rivers，　and　many　incidents　of　robbery　occurred　in

coordination　wlth　those　on　land．　Resultant　injury　to　foreigB　ships　and　foreign

passengers　led　to　the　recognitioR　of　the　probiem　of　piracy　on　the　West　River

by　Great　Britain　and　other　foreign　nations．　ln　regard　to　West　River　“piracy，”

the　Qing　government　implemented　a　policy　of　strengthening　inspection　of

passengers　placing　guards　on　board，　and　introducing　patrois　aRd　Qing　naval

forces，　which　had　a　positive　effect　to　a　certaiR　degree，　but　was　far　from　a

total　solution．
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　　Amidst　this　situation　in　July　of　1906，　the　S．S．　Sainam，　owRed　by　the　Hong

Kong　Steamship　Company，　was　attacked　by　pirates，　and　the　incident

resulted　in　the　death　of　an　English　missionary　doctor．　After　the　incident，　the

British　who　were　dissatisfied　with　the　policy　of　the　Qing　government

towards　the　pirates　sought　to　pin　the　blame　on　Cen　Chunxuan零春燈，

Governor　GeBeral　of　Guangdong　and　Guangxi，　for　the　continuing　incidents　of

piracy．　When　Cen　Chunxuan　was　transferred，　the　British　demanded

reparations　for　the　victims　of　the　Sainam　incident．　Additionally，　the

authorities　in　Aong　Kong　and　the　British　merchants　there　exercised　their

influence　and　tried　to　have　foreigners　of　Chinese　lmperial　Maritime　Customs

oversee　patrols　on　the　West　River　in　a　form　that　would　not　violate　Chinese

sovereignty．　The　Qing　Foreign　Office　（Wai－wu　Pu）　was　inclined　to　cooperate

in　negotiations　with　the　British，　but　the　local　authorities　in　Guangdong

opposed　the　British　demands．　As　the　negotiations　were　stalled，　the　British

strengthened　the　deployment　of　naval　forces　on　the　West　River　due　to　the

continuing　piracy　against　British　ships，　and　thus　placed　pressure　on　the

Qing　side．　ln　response，　ChiRese　newspapers　reported　in　regard　to　the　Qing

Foreign　Office’s　readiness　to　recognize　the　use　of　naval　forces　in　maritime

customs　and　that　Governor　General　of　Guangdong　and　GuaRgxi　opposed　it

and　argued　that　the　naval　forces　should　be　placed　under　the　control　of

Guangdong　Provincial　government　without　violating　Chinese　sovereignty．　As

a　result，　Guangdong　gentry　and　merchants　began　a　movement　opposed　to

the　British　demand　for　the　right　of　patrol　that　would　violate　Chinese

sovereignty．　As　a　result，　British　consideration　of　Chinese　sovereignty　became

meaningless．

　　Ultimately，　because　the　Chinese　maritime　customs　did　not　have　any

intention　of　overseeing　patrols，　the　British　and　the　Chinese　compromised，

with　the　Qing　government　paying　reparatioRs　for　the　Sainam　incident　after

which　the　British　naval　forces　were　withdrawn，　thus　resolving　the　issue．

Behind　this　resolution　to　the　problem　were　the　maintenaRce　of　relations

between　the　Chinese　and　British　navies　in　the　regioR　and　Brltish　faith　in　the

actions　of　the　Admiral　of　the　Qing　naval　forces　in　Guangdong．

　　After　resolution　of　the　incident，　the　activity　of　the　pirates　was　suppressed

by　the　Admiral　of　the　Qing　naval　forces　for　some　period．　ln　addition，　the

authorities　in　Guangdong　were　successful　in　removing　intervention　by

foreigners　or　maritime　customs．　Trade　on　the　West　River　expanded，　but

this　did　not　involve　an　expansion　of　Western　influence，　but　iRstead　ChiRese

maintained　their　grip　on　commerce．　ln　terms　of　shipping　as　well，　due　to　the
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Guangdong　authorities　promotion　of　the　transfer　of　the　registration　of　small

steamers　from　foreign　to　Chinese　ownership，　foreign　aRd　chiefly　British

registry　decreased　and　Chinese　registered　vessels　predominated．　The

resulting　decrease　in　the　losses　to　foreign　ships　and　foreigners　instigated　a

decreased　concern　with　the　“problem　of　piracy”　among　not　only　foreigners

but　the　Qing　government　as　welL　Because　of　this　fact，　the　response　of　the

Qing　government　did　not　fundamentally　address　the　problem，　and　the

political　instability　in　Guangdong　after　the　Xinhai　Revolution　once　again　led

to　a　spread　of　piracy．

The　Second　Taiwan　Strait　Crisis　and　U．S．　Taiwan　Policy：　Towards

an　Understanding　of　the　Historic　Dynamism　that　Brought　about　the

　　　Alteration　of　Taiwan　Policy　in　the　Latter　Half　of　the　1950s

by

FUKITO　Masami

　　In　the　summer　of　1955　shortly　after　the　resoiution　of　the　First　Taiwan

Strait　Crisis，　a　newer　form　of　political　order　called　the　“establishment　of

separation”　arose　in　the　TaiwaR　Strait．　The　core　elements　of　this　system

were　containment　of　China　and　security　for　Taiwan　with　the　aim　of　stability

in　the　Far　East，　including　the　Strait，　as　the　embodiment　of　the　Eisenhower

administration’s　（hereafter　the　administration）　thinking．　Under　this　system，

the　administration’s　Taiwan　policy　of　the　mid－1950s　then　emphasized

strengthening　the　military　of　the　Republic　of　China　（hereafter　the　ROC）　and

political　stability　within　Taiwan，　and　the　long－term　economic　deveiopment　of

Taiwan　was　subordinated　to　these　political　demands．　However，　four　years

later　there　was　a　conspicuous　change　in　the　character　of　the　policy．　From

1959　the　administration　repeatedly　pressured　the　ROC　to　restrain　military

spending　that　was　impingiRg　on　Taiwan’s　economic　development，　and　at　the

end　of　the　same　year　hinted　at　the　termination　of　economic　assistance　in　the

near　future，　pushing　the　ROC　to　promote　systematic　economic　reform　to

rnake　economic　growth　possibie　and　enable　Taiwan’s　economic　self－

sufficiency．　The　character　of　Taiwan　policy　changed　as　the　economy　became

the　first　priority．
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